
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

区００１ 項　　目　　名 一般事業工事費

主要な施策 一般事業費 ページ 51 所　　属　　名

都市整備部
都市環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理係 0857-20-3277
【９次総の施策体系】4201

【予算計上の概要】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３０８（区００１）

【事業の概要】
　当地区は中心市街地及び港湾、空港等に近接し、広域的な交通条件に恵まれていること
から、流通業務拠点地区として位置づけられている。こうした当地区の立地条件を活かし
て、本市における産業・業務機能及び流通機能により一層の強化と、既存集落の住環境の
保全に配慮した計画的な公共施設の整備を行い、有効な土地利用の実現を図る。
　　事業計画決定　平成８年１２月６日（公告の日）
　　換地処分（公告の日）　平成２５年２月２６日
　　事業期間　Ｈ８～Ｈ２９
　　施行区域面積　８０．２ｈａ

【事業の成果】
　道路・公園敷地・宅地造成等すべての工事が完了した。
　　千代水公園整備工事　　　　９，７４８千円
　　画地調査業務等　　　　　　５，１６９千円
　　公共下水道受益者負担金　１７，２６４千円
　　保留地処分媒介手数料等　　３，０６６千円
　　事務費等　　　　　　　　　　　８８２千円
　
【今後の課題・方向性】
　保留地販売及び管理業務、換地処分に伴う清算事務、画地調査業務等を進めていく。

　※その他財源のうち、諸収入は、保留地払下収入。その他は、前年度繰越金。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

土地区画整理費特別会計

款 区画整理費

項 千代水第二土地区画整理費

目

本年度決算額 36,129 0 

区画整理事業費

当初予算額 47,657 

補正予算額 △ 7,520 

予算流・充用額 0 

最終予算額 40,137 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 36,129 0 

一般財源 0 諸収入 13,661 

計 36,129 その他 22,468 

（参考） 評価
結果

保留地販売及び管理業務、換地処分に伴う清算事務、画地調査業務等を進めていく。
前年度決算額 66,569 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

区００２ 項　　目　　名 一般事業工事費

主要な施策 一般事業費 ページ 51 所　　属　　名

都市整備部
都市環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理係 0857-20-3277
【９次総の施策体系】4201
【予算計上の概要】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３０８（区００２）
【事業の概要】
　当地区は、昭和４８年に国道９号線が同地内を通過し、昭和５０年に県立中央病院が現
在の位置に移転し、さらに袋川で分断された浜坂地区とを結ぶ県道鳥取砂丘線の開通によ
り、近年市街化が進みつつある地域である。
（都）宮下十六本松線の道路改良と併せて、鳥取市の土地利用計画に適合した幹線道路・
公園等の公共施設整備及び住宅地整備を行い有効な土地利用の増進を図る。
　　事業計画決定　平成１８年　２月　８日（公告の日）　
　　換地処分　　　平成２７年　４月　（予定）
　　事業期間年度　Ｈ１７～Ｈ３１（Ｈ２７より清算期間）
　　施行区域面積　約１０．１ｈａ

【事業の成果】
　道路・公園・宅地造成等すべての工事が完了し平成２６年度に換地計画・換地処分業務
を実施・完了した。
　区画道路築造工事　　　　　　　　２，５５５千円
　換地計画・換地処分業務等　　　２９，０１３千円
　保留地処分媒介手数料等　　　　　１，５４８千円
　物件移転補償（２件）　　　　　　２，４０４千円
　事務費等　　　　　　　　　　　　　　４９３千円

【今後の課題・方向性】
　換地処分に伴う清算事務、保留地販売・管理業務等を進めていく。

　※その他財源のうち、諸収入は、保留地払下収入。その他は、前年度繰越金。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

土地区画整理費特別会計

款 区画整理費

項 江津土地区画整理費

目

本年度決算額 36,013 0 

区画整理事業費

当初予算額 36,331 

補正予算額 △ 18 

予算流・充用額 0 

最終予算額 36,313 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 36,013 0 

一般財源 0 諸収入 20,061 

計 36,013 その他 15,952 

（参考） 評価
結果

保留地の売却および清算事務を促進していく。
前年度決算額 24,080 

－ 373 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

区００３ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 51 所　　属　　名

都市整備部
都市環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理係 0857-20-3277

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の概要】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３０９（区００４）

【事業の概要】
　長期借入金元金償還金を土地区画整理費特別会計で支出する。

【事業の成果】
　　元金償還金
　　　平成２４年度　１５７，６７０千円
　　　平成２５年度　１５５，７３７千円
　　　平成２６年度　１５５，６８０千円

【今後の課題・方向性】
　保留地処分を促進し、起債償還(元金）に充当する。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

土地区画整理費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 155,680 0 

元金

当初予算額 155,681 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 155,681 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 155,680 諸収入 0 

計 155,680 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き、起債償還（元金）に向け、事業を促進していく。
前年度決算額 155,737 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

区００４ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 51 所　　属　　名

都市整備部
都市環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理係 0857-20-3277

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の概要】
　予算事業別概要目次
　　当初予算Ｐ３１０（区００５）

【事業の概要】
　長期借入金利子償還金を土地区画整理費特別会計で支出する。

【事業の成果】
　　利子償還金
　　　平成２４年度　２０，７５９千円
　　　平成２５年度　１８，０９４千円
　　　平成２６年度　１５，３１６千円

【今後の課題・方向性】
　保留地処分を促進し、起債償還（利子）に充当する。　　　　　　　　　　　　
　
　※その他財源のその他は、前年度繰越金。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

土地区画整理費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 15,316 0 

利子

当初予算額 15,257 

補正予算額 60 

予算流・充用額 0 

最終予算額 15,317 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 50 0 

一般財源 15,266 諸収入 0 

計 15,316 その他 50 

（参考） 評価
結果

引き続き、起債償還（利子）に向け、事業を促進していく。
前年度決算額 18,094 

－ 374 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡００１ 項　　目　　名 水道管移設工事費

主要な施策 施設管理費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246
　
【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１１（簡００１）、 ６月補正予算・Ｐ９１（簡００１）

【事業の概要】
１．明治簡易水道配水管移設工事
　鳥取県が施工する県道改良工事に伴い支障となる配水管等の移設工事。
２．『国道９号線鳥取西道路事業』に伴う気高鹿野地域配水管移設工事
　国土交通省が施工する国道９号線鳥取西道路建設に伴い支障となる配水管の移設工事。
３．百谷地内配水管移設工事
　鳥取県が施工する県道「鳥取福部線改良工事」に伴い支障となる配水管の移設工事。

【事業の成果】
１．明治簡易水道配水管移設工事
　　　Ｈ２７年度に実施(当初予算額　１，５７５千円）
２.『国道９号線鳥取西道路事業』に伴う気高鹿野地域配水管移設工事
　　　（翌年度繰越額　１５，０２７千円）
３．百谷地内配水管移設工事　　　　決算額１，０４２千円

【今後の課題・方向性】
　今後も県道・国道を随時整備中であり、移設工事も出てくることが想定されるため、移
転が必要となることが判明しだい、早急に対応していきたい。

※その他財源の諸収入は、移設補償費　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 1,042 0 

簡易水道管理費

当初予算額 48,350 

補正予算額 △ 32,280 

予算流・充用額 0 

最終予算額 16,070 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 100 0 

その他 879 0 

一般財源 63 諸収入 879 

計 1,042 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も、移設工事は随時出てくると思われるが、適切に対応し、住民へ支障のないように早急に対応していきたい。
前年度決算額 80,571 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡００２ 項　　目　　名 施設維持管理費

主要な施策 施設管理費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246　

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３３１（簡００２）、１２月補正予算・Ｐ５３（簡００１）

【事業の概要】
　施設の修繕や水質検査等、簡易水道施設の効率的な維持管理を行い、安心安全な水道水
の供給に努めた。

【事業の成果】
　<現在の管理施設>
　鳥取市本庁管内　　　　１８施設　　　国府町総合支所管内　１４施設
　福部町総合支所管内　　　３施設　　　用瀬町総合支所管内　　９施設
　佐治町総合支所管内　　１２施設　　　気高町総合支所管内　　６施設
　鹿野町総合支所管内　　　６施設　　　青谷町総合支所管内　　６施設
　<過去３年の実績>
　平成２４年度　１９３，２４２千円
　平成２５年度　１７２，６５６千円
　平成２６年度　１６９，４６７千円

【今後の課題・方向性】
　施設の老朽化に伴う修繕箇所が増加しており、施設改修の必要がある。施設統合も視野
に入れ、効率的な管理を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※その他財源の諸収入は、消費税還付金等
※その他財源のその他は、前年度繰越金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 169,467 13,450 

簡易水道管理費

当初予算額 166,214 

補正予算額 5,909 

予算流・充用額 0 

最終予算額 172,123 その他財源の内訳

分担金 0 

135,327 

区　　分 決算額 146 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 169,467 0 

一般財源 0 諸収入 13,012 

計 169,467 その他 7,532 

（参考） 評価
結果

簡易水道事業の維持管理は安全・安心な水道水を市民に提供することを目指して実施していく。その中で既存の施設については委託等を進め、
維持管理費の低減化を図る。今後の施設整備に当たっては維持管理のコスト、労力共に低減化できるよう適切な計画を策定し事業を進めてい
く。前年度決算額 172,656 

－ 375 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡００３ 項　　目　　名 量水器取替費

主要な施策 施設管理費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246　

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１２（簡００３）

【事業の概要】
　計量法により水道メーターは特定計量器に定められ、特定計量器は計量法施行令で検定認証印等
の有効期限が８年と定められており、８年ごとに交換する必要がある。　　　　
　このため、有効期限が満了する水道メーターを交換した。

【事業の成果】
　　＜過去３年の実績＞
　　　平成２４年度　　３，９３３千円（　　９５７件）
　　　平成２５年度　　３，４１７千円（　　６８４件）
　　　平成２６年度　　５，９４１千円（１，３１２件）　

【今後の課題・方向性】
　現在設置されている水道メーターについては有効期限の状況を把握し、順次取替えを行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 5,941 0 

簡易水道管理費

当初予算額 6,059 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 6,059 その他財源の内訳

分担金 0 

5,941 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 5,941 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 5,941 その他 0 

（参考） 評価
結果

現在設置されている水道メーターについては有効期限の状況を把握し、順次取替えを行う。
前年度決算額 3,416 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡００４ 項　　目　　名 簡易水道事業統合推進費

主要な施策 施設管理費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246　

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１２（簡００４）

【事業の概要】
　上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道事業統合計画書に沿った移行業務を計画的行ってお
り、本年度は水道施設等の資産調査・情報ハイウェイ接続に係る水道局への経費負担を行った。

【事業の成果】
　<過去３年の実績>
　平成２４年度　６，４５６千円
　平成２５年度２２，２１５千円
　平成２６年度１８，１９３千円

【今後の課題・方向性】
　引き続き平成２９年度水道局移管に向け、移行業務を推進したい。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 18,193 0 

簡易水道管理費

当初予算額 18,802 

補正予算額 △ 80 

予算流・充用額 0 

最終予算額 18,722 その他財源の内訳

分担金 0 

9,096 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 9,096 0 

一般財源 9,097 諸収入 0 

計 18,193 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き上水道事業との事業統合へ向け、簡易水道事業統合計画書に沿った移行業務を計画的に推進していきたい。
前年度決算額 22,215 

－ 376 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡００５ 項　　目　　名 蔵見上野簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246　

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１３（簡００５）

【事業の概要】
　上野地域は鳥取、福部、国府の境界に位置し、水道未普及地域であることや、水利に恵まれない
等の理由から簡易水道整備について強い要望があり、鳥取市第８次総合計画において整備が計画さ
れているものである。
　平成２２年度に水源調査、認可申請、詳細設計を行い、平成２３年度より厚生労働省国庫補助事
業で、隣接する蔵見簡易水道の給水区域の拡張整備を行う。
　<事業期間>　平成２２年度～平成３３年度

【事業の成果】
　<平成２６年度>
　・取水施設　１式　　　・配水管　Ｌ＝５５５ｍ
　・測量設計　１式　　　・補償費　１式

【今後の課題・方向性】
　平成２９年度の水道局移管以降に、上野地域と隣接している蔵見地区簡易水道と配水管接続し統
合することにより、安定した水道の供給と効率化を計画している。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 41,822 8,007 

簡易水道建設費

当初予算額 48,174 

補正予算額 △ 1,295 

予算流・充用額 0 

最終予算額 46,879 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 11,842 0 

地方債 21,900 0 

その他 8,007 0 

一般財源 73 諸収入 0 

計 41,822 その他 0 

（参考） 評価
結果

上野地区の水道事業は平成２６年度で完了し、水道未普及状態は改善された。今後は、老朽化の進んでいる蔵見簡易水道への配水管接続によ
り、蔵見上野一体化としての水道運営を目指す。前年度決算額 118,818 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡００６ 項　　目　　名 宇倍野簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246　
【９次総の施策体系】4201
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１３（簡００６）、６月補正予算・Ｐ９２（簡００３）
【事業の概要】
　国府地区は２系統の水源で給水しており、山崎水源系統は平成１５年に認可後、水源、浄水場、
配水池、配水管等を整備してきた。一方玉鉾水源系統の配水池は設置後５０年が経過し老朽化して
おり、管理道のない山頂に築造されているため、維持管理の問題を残している。このため、配水池
を別用地に新設し、併せて送水ポンプ・送水管・連絡配水管を整備し、飲用水の安定供給と維持管
理費の低減を図る。
　<事業期間>　平成２２年度～平成２９年度
【事業の成果】
　＜平成２６年度＞
　・用地交渉旅費
　　（翌年度繰越額　１０５千円）
　・用地測量業務　                           １，６７９千円
　・水源地改修基本計画作成業務　             ３，８７９千円
　・裁決申請図書等作成業務
　　（翌年度繰越額１，００２千円）
　・財産管理人選任申立・就任業務                　４０１千円
　・事業認定本申請図書修正業務　                　２００千円
　・相続証明書ほか作成業務　　　　              　１４４千円
　・土地収用法に基づく事業認定手数料            　１５８千円
　・不動産鑑定評価業務　                            ４３千円
【今後の課題・方向性】
　新設の配水池の用地取得が急務である。また、地元管理の水道組合としてはかなり供給
区域が広いため、統合後の事務調整等が必要である。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 6,840 0 

簡易水道建設費

当初予算額 9,025 

補正予算額 △ 378 

予算流・充用額 0 

最終予算額 8,647 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 359 0 

地方債 6,400 0 

その他 0 0 

一般財源 81 諸収入 0 

計 6,840 その他 0 

（参考） 評価
結果

新設の配水池の用地取得が急務である。また、地元管理の水道組合としてはかなり供給区域が広いため、統合後の事務調整等が必要である。
前年度決算額 2,105 

－ 377 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡００７ 項　　目　　名 江波簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246
　
【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１４（簡００７）、６月補正予算・Ｐ９２（簡００４）

【事業の概要】
　　江波地区の水道施設は、昭和46年の創設以来40年が経過し老朽化が進んでいるため、
　損傷が激しい施設から随時施設の更新を進めている。現在取水口、ろ過池の整備が完了
　しており、老朽化した配水池および集落内配水管の更新を行う。
　　この更新により清浄にして豊富低廉な水の安定供給をはかり、生活環境の向上に寄与
　する。
　<事業期間>　平成２３年度～平成２７年度

【事業の成果】
　＜平成２６年度＞
　・配水管　Ｌ＝１，０７６ｍ　　・給水箇所　３６箇所

　江波簡易水道取水施設改修ほか工事
　（翌年度繰越額　４，２００千円）

【今後の課題・方向性】
　平成２７年度繰越事業にて、整備完了したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 60,570 17,470 

簡易水道建設費

当初予算額 67,642 

補正予算額 6,700 

予算流・充用額 0 

最終予算額 74,342 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 15,800 0 

地方債 27,300 0 

その他 17,470 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 60,570 その他 0 

（参考） 評価
結果

江波地区の水道施設は、老朽化が進んでおり、早急に整備を行い豊富廉価な水の安定供給を図りたい。
前年度決算額 92,413 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡００８ 項　　目　　名 福部地域簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246　

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１４（簡００８）

【事業の概要】
　　福部地域の『湯山簡易水道』『福部中央簡易水道』内の複数の水源水質が悪化してお
　り、これら２簡易水道を上水道の丸山系統に編入するため、年次的に整備を行う。福部
　地域には大規模観光地があり、水質悪化が鳥取市に与える影響が甚大であるため、施工
　優先順位は応急給水を可能にする管路を優先する。
　<事業期間>　平成２３年度～平成２９年度

【事業の成果】
　＜平成２６年度＞
　・送水施設　Ｌ＝５３４．２ｍ　　　・配水池　　Ｖ＝３８１㎥
  ・配水管　　Ｌ＝７５９．３ｍ　　  ・測量設計費　１式
  ・用地費　　１式　              　・補償費　　１式
　・水道局への事務委任

【今後の課題・方向性】
　水道局移管後、すみやかに上水道丸山系統へ編入したい。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 210,507 0 

簡易水道建設費

当初予算額 228,626 

補正予算額 △ 15,149 

予算流・充用額 0 

最終予算額 213,477 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 210,500 0 

その他 0 0 

一般財源 7 諸収入 0 

計 210,507 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き年次的に整備を行いたい。
前年度決算額 81,898 

－ 378 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡００９ 項　　目　　名 口佐治簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　６月補正予算・Ｐ９３（簡００５）

【事業の概要】
　当簡易水道施設は、昭和５４年度に更新整備され、平成１３年度に水源を整備した、現在給水人
口６７７人、給水戸数２０９戸の市管理の簡易水道である。口佐治に隣接する葛谷、小原地区は変
更認可を得て給水区域に編入されているが、施設整備がされないままになっており、当地区は水道
未普及地域となっている。
　<事業期間>平成２６年度～平成２８年度

【事業の成果】
　口佐治簡易水道整備事業に伴う測量等設計業務
　（翌年度繰越額　１３，９７２千円）

【今後の課題・方向性】
　未普及地域の解消に向けて、早期に水道設備の整備を推進する必要がある。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 4,000 0 

簡易水道建設費

当初予算額 0 

補正予算額 17,972 

予算流・充用額 0 

最終予算額 17,972 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 4,000 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 4,000 その他 0 

（参考） 評価
結果

未普及地域であり早期水道接続に向けて事業を推進していく。
前年度決算額 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡０１０ 項　　目　　名 津無簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246
　
【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　６月補正予算・Ｐ９３（簡００６）

【事業の概要】
　　当簡易水道施設は、昭和３３年度に創設され、現在給水人口１３７人、給水戸数５２
　戸の地元管理の簡易水道である。配水管の一部は後年度の集落排水工事に伴い随時布設
　替えされてきたが、水源地、浄水場、送水管、配水池等は老朽化が進行し、近年は故障
　・漏水等も相次いでおり劣悪な状況である。佐治の中でも改修整備を急ぐ必要性が高い
　施設であり、地元の改修希望も強い。また、他の簡易水道とは１km程度離れ、土地の高
　低の起伏も大きく、統合よりも単独整備が経済的で適切と考えられる。湧水が比較的豊
　富な地域であり、新規水源にはこれを利用することも含めて検討していく。
　<事業期間>　平成２６年度～平成２８年度

【事業の成果】
　＜平成２６年度＞　　　　　　
　水源調査（ボーリング調査）業務
　（翌年度繰越額　１７，３５２千円）

【今後の課題・方向性】
　平成２７年度の早い時期に事業に着手したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 5,110 0 

簡易水道建設費

当初予算額 0 

補正予算額 22,462 

予算流・充用額 0 

最終予算額 22,462 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,110 諸収入 0 

計 5,110 その他 0 

（参考） 評価
結果

平成２９年度水道局移管までに整備完了したい。
前年度決算額 0 

－ 379 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡０１１ 項　　目　　名 明治豊実簡易水道整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246　

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１５（簡００９）

【事業の概要】
　鳥取市簡易水道事業において、平成２８年度末に上水道事業へ事業統合することが決定し、整備
方法について鳥取市水道局と協議を行っている。そのなかで一部の簡易水道を管路接続することに
より水源を削減でき、今後の維持管理等に効率的になることが明確となった。これより、上水道給
水区域へ直接接続可能な簡易水道等施設のうち大塚、上原、上段、下段、尾崎について連絡配水管
を整備し、飲料水の安定供給と維持管理費の低減を図るものである。
　<事業期間>　平成２５年度～平成２８年度

【事業の成果】
　＜平成２６年度＞
　・配水管　Ｌ＝3246.2ｍ　　・給水管６５箇所
　・測量設計費　１式　　 　 ・水道局への事務委任

【今後の課題・方向性】
　平成２９年度水道局移管後に上水道と接続を予定している。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 214,853 8,707 

簡易水道建設費

当初予算額 238,564 

補正予算額 △ 14,547 

予算流・充用額 0 

最終予算額 224,017 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 47,288 0 

地方債 158,200 0 

その他 8,707 0 

一般財源 658 諸収入 0 

計 214,853 その他 0 

（参考） 評価
結果

上水道との接続によって、効率的で安定した水道の供給ができ、年次的に連絡配水管の延長を進めている。
前年度決算額 161,561 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡０１２ 項　　目　　名 鬼入道飲料水供給施設整備事業費

主要な施策 施設建設費 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１５（簡０１０）

【事業の概要】
　現在、鬼入道飲料水供給施設では、１水源、１配水池で、鬼入道集落19戸、二ツ家集落3戸に給
水している。湧水を水源とするこの飲料水供給施設は、滅菌設備等基本的な施設は整備されている
ものの、送水管の老朽化、取水不良、生活様式の変化に伴う使用水量増加による慢性的な水不足に
陥っている。また、特に夏場の水量確保が難しく渇水に陥りやすく、市民生活に支障をきたしてい
る状況である。
　この為、合併前より地域住民からは早期の水道施設整備の要望が提出されており、衛生的で安定
した飲料水の供給が急務となっている。
　<事業期間>　平成２５年度～平成２８年度

【事業の成果】
　鬼入道水源調査および報告書作成業務　２，１９０千円
　鬼入道飲料水供給施設整備工事に伴う測量設計業務
  (翌年度繰越額　１２，４４２千円）

【今後の課題・方向性】
　平成２９年度水道局移管までに整備統合したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 簡易水道費

項 簡易水道費

目

本年度決算額 2,190 0 

簡易水道建設費

当初予算額 94,000 

補正予算額 △ 79,367 

予算流・充用額 0 

最終予算額 14,633 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,190 諸収入 0 

計 2,190 その他 0 

（参考） 評価
結果

できるだけ早期に整備完了したい。
前年度決算額 7,991 

－ 380 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡０１３ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１６（簡０１２）

【事業の概要】
　簡易水道施設の建設・改修を行い、安心安全な水道水の安定的な供給を図る。

【事業の成果】
　簡易水道施設建設、改修に伴う起債借入の償還を行った。
　長期借入金償還金元金
　　平成２４年度　　　　２４９，５７４千円
　　平成２５年度　　　　２６０，４２５千円　
　　平成２６年度　　　　２６４，６３１千円

【今後の課題・方向性】
　上水道と直接接続するなど、合理的な整備を行い、起債借入の削減に努めたい。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 264,631 0 

元金

当初予算額 264,621 

補正予算額 10 

予算流・充用額 0 

最終予算額 264,631 その他財源の内訳

分担金 0 

96,169 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 96,169 0 

一般財源 168,462 諸収入 0 

計 264,631 その他 0 

（参考） 評価
結果

簡易水道事業の維持管理は安全・安心な水道水を市民に提供することを目指して実施していく。その中で既存の施設については委託等を進め、
維持管理費の低減化を図る。今後の施設整備に当たっては維持管理のコスト、労力共に低減化できるよう適切な計画を策定し事業を進めてい
く。前年度決算額 260,425 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

簡０１４ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 53 所　　属　　名

農林水産部
農村整備課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】簡易水道係　0857-20-3246

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３１７（簡０１３）

【事業の概要】
　簡易水道施設の建設・改修を行い、安心安全な水道水の安定的な供給を図る。

【事業の成果】
　簡易水道施設建設、改修に伴う起債借入の償還を行った。
　長期借入金償還金利子
　　平成２４年度　　　　１１４，１３１千円
　　平成２５年度　　　　１１２，９７０千円
　　平成２６年度　　　　１１２，５１９千円

【今後の課題・方向性】
　施設の老朽化に伴う修繕箇所が増加しており、施設改修の必要がある。施設統合も視野
に入れ、効率的な管理を目指す。

※その他財源の諸収入は、償還に伴う地元負担金

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡易水道事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 112,519 0 

利子

当初予算額 115,998 

補正予算額 △ 3,476 

予算流・充用額 0 

最終予算額 112,522 その他財源の内訳

分担金 0 

41,194 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 42,240 0 

一般財源 70,279 諸収入 1,046 

計 112,519 その他 0 

（参考） 評価
結果

簡易水道事業の維持管理は安全・安心な水道水を市民に提供することを目指して実施していく。その中で既存の施設については委託等を進め、
維持管理費の低減化を図る。今後の施設整備に当たっては維持管理のコスト、労力共に低減化できるよう適切な計画を策定し事業を進めてい
く。前年度決算額 112,970 

－ 381 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

公００１ 項　　目　　名 業務委託費

主要な施策 管理運営費等 ページ 55 所　　属　　名

経済観光部
経済・雇用戦略課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】商業振興係 0857-20-3222

【９次総の施策体系】5103

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３１８（公００１）

【事業の概要】
　公設地方卸売市場の業務を指定管理者に委託することにより民間活力の活用による効果的かつ効
率的な施設運営を行い、もって市民生活の安定に資する事を目的とする。
　施設管理業務委託（委託先:（協）鳥取総合食品卸売市場）

【事業の成果】《指定管理料》
　平成２４年度　２７，８６６千円
　平成２５年度　２７，８８７千円
　平成２６年度　２８，４３３千円

【今後の課題・方向性】
　本市の生鮮食料品の流通拠点である市場において、取引の適正化及び流通の円滑化を図るため、
今後も指定管理者による管理運営を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公設地方卸売市場事業費特別会計

款 市場費

項 市場管理費

目

本年度決算額 28,433 0 

市場管理費

当初予算額 28,433 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 28,433 その他財源の内訳

分担金 0 

28,433 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 28,433 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 28,433 その他 0 

（参考） 評価
結果

鳥取市の生鮮食料品の流通拠点である公設市場において、取引の適正化及び流通の円滑化を図るため、今後も指定管理者による管理運営を行
う。前年度決算額 27,887 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

公００２ 項　　目　　名 施設整備費

主要な施策 管理運営費等 ページ 55 所　　属　　名

経済観光部
経済・雇用戦略課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】商業振興係 0857-20-3222

【９次総の施策体系】5103

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３１８（公００２）

【事業の概要】
　公設地方卸売市場の使命である”市民生活の安定に資する安全・安心かつ適正価格の食”を提供
するため、老朽化した市場施設に必要な改修等を計画的に実施する。

【事業の成果】
　平成２６年度　９０，７８１千円（青果棟及び鮮魚棟屋根改修工事）

【今後の課題・方向性】
　平成２７年度に耐震診断を実施し、その結果を踏まえ今後の施設整備の方針を決定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※その他財源のその他は、前年度繰越金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公設地方卸売市場事業費特別会計

款 市場費

項 市場管理費

目

本年度決算額 90,781 0 

市場管理費

当初予算額 101,837 

補正予算額 △ 11,056 

予算流・充用額 0 

最終予算額 90,781 その他財源の内訳

分担金 0 

5,274 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 40,600 0 

その他 8,181 0 

一般財源 42,000 諸収入 0 

計 90,781 その他 2,907 

（参考） 評価
結果

平成２７年度に耐震診断を実施し、その結果を踏まえ今後の施設整備の方針を決定する。
前年度決算額 0 

－ 382 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

公００３ 項　　目　　名 市場活性化事業費

主要な施策 管理運営費等 ページ 55 所　　属　　名

経済観光部
経済・雇用戦略課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】商業振興係 0857-20-3222

【９次総の施策体系】5103

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３１９（公００３）

【事業の概要】
　市場に市民を呼び込むイベントを行うことにより、市場の役割等をＰＲし、市場の活性化を図る
ため、指定管理者協同組合鳥取総合食品卸売市場が行う活性化イベントに補助する。

【事業の成果】（支援額）
　平成２４年度　５００千円（第１回市場まつり　平成２４年１１月１８日実施）
　平成２５年度　５００千円（第２回市場まつり　平成２５年１１月１７日実施）
　平成２６年度　５００千円（第３回市場まつり　平成２６年１１月１６日実施）

【今後の課題・方向性】
　公設市場の役割を市民に紹介し、開かれた市場を目指すため今後も継続して実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公設地方卸売市場事業費特別会計

款 市場費

項 市場管理費

目

本年度決算額 500 0 

市場管理費

当初予算額 500 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 500 その他財源の内訳

分担金 0 

500 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 500 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 500 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き継続して事業を行う。
前年度決算額 500 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

公００４ 項　　目　　名 市場機能強化事業費

主要な施策 管理運営費等 ページ 55 所　　属　　名

経済観光部
経済・雇用戦略課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】商業振興係 0857-20-3222

【９次総の施策体系】5102

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　６月補正予算・Ｐ９４（公００１）

【事業の概要】
　全国的に卸売市場は、少子高齢化等による社会構造の変化、農水産物の生産構造の脆弱化、食料
消費・小売形態の変化や消費者ニーズの多様化等により、卸売市場経由率の低下や取扱数量の減少
等の状況にあり、経営が非常に厳しいものとなっている。
　そのため、公設地方卸売市場の使命である“市民生活の安定に資する安全・安心かつ適正価格の
食”を提供するため、４０年経過した市場施設の機能強化等を図る市場事業者に対して支援を行
う。
　・補助対象者　指定管理者又は公設卸売市場の卸売業者
　・対象事業　　市場の機能強化及び近代化を図る機器・設備の導入事業
　・補助金　　　１／２、上限３，０００千円

【事業の成果】
　公設地方卸売市場鮮魚棟、青果棟のＬＥＤ照明化

【今後の課題・方向性】
　公設卸売市場の機能強化、機器・設備の近代化事業に対し、必要性、効果等を検討しながら、必
要に応じて支援する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公設地方卸売市場事業費特別会計

款 市場費

項 市場管理費

目

本年度決算額 3,000 0 

市場管理費

当初予算額 0 

補正予算額 3,000 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,000 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,000 諸収入 0 

計 3,000 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き事業を継続し、補助対象案件が出た場合はその内容を吟味し、必要であれば予算措置を行う。
前年度決算額 0 

－ 383 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

駐００１ 項　　目　　名 駐車場管理費

主要な施策 駐車場管理費 ページ 57 所　　属　　名

都市整備部
都市環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理係 0857-20-3252

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
  予算事業別概要目次
    当初予算・Ｐ３２０（駐００１）

【事業の概要】
　指定管理者制度を導入し、創意と工夫に基づいた維持管理運営における質的向上と効率化を図
る。

【事業の成果】
　市営幸町駐車場施設維持管理費
　　指定管理料　　８，４２４千円
　　公課費　　　　　　８１０千円
　　繰出金　　　　７，９４５千円

【今後の課題・方向性】
　指定管理者と連携し、適切な維持管理を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

駐車場事業費特別会計

款 駐車場費

項 駐車場管理費

目

本年度決算額 17,179 0 

駐車場管理費

当初予算額 17,453 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 17,453 その他財源の内訳

分担金 0 

17,179 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 17,179 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 17,179 その他 0 

（参考） 評価
結果

指定管理者の創意と工夫に基づいた維持管理運営により質的向上と効率化を図る。
前年度決算額 18,430 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

駐００２ 項　　目　　名 駐車場事業基金積立金

主要な施策 駐車場事業基金積立金 ページ 57 所　　属　　名

都市整備部
都市環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理係 0857-20-3252

【９次総の施策体系】4201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２０（駐００２）

【事業の概要】
　鳥取市駐車場事業基金条例に基づき基金を積み立てることにより、駐車場事業の円滑な
推進を図る。

【事業の成果】
　駐車場事業基金積立金
　　平成２４年度　　　７，６２６千円
　　平成２５年度　　　６，１０７千円
　　平成２６年度　　１３，５８５千円

【今後の課題・方向性】
　今後も施設の適正な維持管理のため、基金を積み立てる。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

駐車場事業費特別会計

款 駐車場費

項 駐車場管理費

目

本年度決算額 13,585 0 

駐車場管理費

当初予算額 8,895 

補正予算額 4,729 

予算流・充用額 0 

最終予算額 13,624 その他財源の内訳

分担金 0 

11,699 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 57 

地方債 0 0 

その他 11,756 0 

一般財源 1,829 諸収入 0 

計 13,585 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も施設の適正な維持管理のため、基金を積み立てる。
前年度決算額 6,107 

－ 384 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国００１ 項　　目　　名 一般被保険者療養給付費

主要な施策 一般被保険者療養給付費 ページ 61 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】国民健康保険係 0857-20-3485

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２１（国００１）

【事業の概要】
　国民健康保険の一般被保険者が病気やけがにより保険医療機関で必要な医療を受ける際
に現物給付を行うもの。被保険者は一部負担金を負担するのみで療養が可能となる。

【事業の成果】
　医療費のうち法令で定める被保険者の一部負担金相当額を控除した額を医療機関に支払
うことにより、医療機会の均等化を図った。
　　　　　　　　　療養給付費支出額
　　平成24年度　　10,042,976,350円
　　平成25年度　　 9,926,972,074円
　　平成26年度　　10,138,537,698円

【今後の課題・方向性】
　高齢化等による医療費の増加が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険にお
いては、医療費の適正化が重要課題となっており、今後、被保険者の重症化予防や健康の
保持・増進に努めながら引き続き制度の円滑な運営に努めていく。
　
　※その他財源の諸収入は、一般被保険者延滞金他
  ※その他財源のその他は、国民健康保険料他

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 保険給付費

項 療養諸費

目

本年度決算額 10,138,538 0 

一般被保険者療養給付費

当初予算額 10,168,639 

補正予算額 49,037 

予算流・充用額 0 

最終予算額 10,217,676 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 1,667 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,748,644 0 

地方債 0 0 

その他 5,395,806 0 

一般財源 994,088 諸収入 23,069 

計 10,138,538 その他 5,371,070 

（参考） 評価
結果

　高齢化等による医療費の増加が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険においては、医療費の適正化が重要課題となっており、今
後、被保険者の重症化予防や健康の保持・増進に努めながら引き続き制度の円滑な運営に努めていく。前年度決算額 9,926,972 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国００２ 項　　目　　名 退職被保険者等療養給付費

主要な施策 退職被保険者等療養給付費 ページ 61 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】給付係 0857-20-3485

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２１（国００２）

【事業の概要】
　国民健康保険の退職被保険者等が病気やけがにより保険医療機関で必要な医療を受ける
際に現物給付を行うもの。被保険者は一部負担金を負担するのみで療養が可能となる。
　　※退職被保険者等
　　 退職者医療制度の対象者（60歳以上65歳未満）で、厚生年金もしくは各種共済組合
　　 の老齢年金等の受給者と被扶養者。

【事業の成果】
　医療費のうち法令で定める被保険者の一部負担金相当額を控除した額を医療機関に支払
うことにより、医療機会の均等化を図った。
　　　　　　　　　療養給付費支出額
　　平成24年度　　　869,791,598円
　　平成25年度　　　835,135,786円
　　平成26年度　　　789,970,022円

【今後の課題・方向性】
　退職者医療制度は制度廃止により経過措置期間終了後（平成27年度以降）は縮小の見込
みである。
   ※その他財源の諸収入は、退職被保険者延滞金他
 　※その他財源のその他は、国民健康保険料他

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 保険給付費

項 療養諸費

目

本年度決算額 789,970 0 

退職被保険者等療養給付費

当初予算額 895,703 

補正予算額 △ 47,000 

予算流・充用額 0 

最終予算額 848,703 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 1,195 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 789,970 0 

一般財源 0 諸収入 186 

計 789,970 その他 788,589 

（参考） 評価
結果

　退職者医療制度は制度廃止により経過措置期間終了後（平成26年度以降）は縮小の見込みである。
前年度決算額 835,136 

－ 385 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国００３ 項　　目　　名 一般被保険者高額療養費

主要な施策 一般被保険者高額療養費 ページ 61 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】国民健康保険係 0857-20-3485

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２２（国００３）

【事業の概要】
　法令に定める医療費に対する一部負担金の上限額を超える額を支給し、多額の医療費が
かかる治療を受けた場合でも安心して医療を受けられるようにするもの。

【事業の成果】
　高額療養費の支給により多額の医療費がかかる医療機会の均等化を図った。
　　平成24年度　　1,354,592,189円
　　平成25年度　　1,324,435,393円
　　平成26年度　　1,368,426,461円

【今後の課題・方向性】
　医療の高度化等に伴って高額医療費の増加が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民
健康保険においては、医療費の適正化が重要課題となっている。今後、被保険者の重症化
予防や健康の保持・増進に努めながら引き続き制度の円滑な運営に努めていく。

 ※その他財源のその他は、国民健康保険料他

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 保険給付費

項 高額療養費

目

本年度決算額 1,368,426 0 

一般被保険者高額療養費

当初予算額 1,425,117 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,425,117 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 388,679 0 

地方債 0 0 

その他 979,747 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 1,368,426 その他 979,747 

（参考） 評価
結果

　医療の高度化等に伴って高額医療費の増加が見込まれる中、厳しい財政状況にある国民健康保険においては、医療費の適正化が重要課題と
なっている。今後、被保険者の重症化予防や健康の保持・増進に努めながら引き続き制度の円滑な運営に努めていく。前年度決算額 1,324,435 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国００４ 項　　目　　名 退職被保険者等高額療養費

主要な施策 退職被保険者等高額療養費 ページ 61 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】国民健康保険係 0857-20-3485

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３５２（国００４）

【事業の概要】
　法令に定める医療費に対する一部負担金の上限額を超える額を支給し、退職被保険者等
が多額の医療費がかかる治療を受けた場合でも安心して医療を受けられるようにするもの
。
　※退職被保険者等
　 退職者医療制度の対象者（60歳以上65歳未満）で、厚生年金もしくは各種共済組合
   の老齢年金等の受給者と被扶養者。

【事業の成果】
　高額療養費の支給により多額の医療費がかかる医療機会の均等化を図った。
　　平成24年度　132,784,769円
　　平成25年度　120,461,198円
　　平成26年度　122,722,043円

【今後の課題・方向性】
　退職者医療制度は制度廃止により経過措置期間終了後（平成27年度以降）は縮小の見込
みである。

　※その他財源のその他は、国民健康保険料他

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 保険給付費

項 高額療養費

目

本年度決算額 122,722 0 

退職被保険者等高額療養費

当初予算額 146,572 

補正予算額 △ 15,000 

予算流・充用額 0 

最終予算額 131,572 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 122,722 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 122,722 その他 122,722 

（参考） 評価
結果

退職者医療制度は制度廃止により経過措置期間終了後（平成26年度以降）は縮小の見込みである。
前年度決算額 120,461 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国００５ 項　　目　　名 出産育児一時金

主要な施策 出産育児一時金 ページ 61 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】国民健康保険係 0857-20-3485

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２３（国００５）

【事業の概要】
　国民健康保険法第58条第1項に基づき、条例の定めるところにより出産育児一時金の支
払いを行うもの。被保険者が出産したとき、当該被保険者の属する世帯の世帯主に対し支
給する。

【事業の成果】
　被保険者の出産1件あたり420,000円（産科医療保障制度に加入していない分娩機関での
分娩の場合は39万円、27年1月から40万4千円）を支給した。
　　平成24年度　　183件　97,740,028円
　　平成25年度　　178件　75,481,909円
　　平成26年度　　167件　69,995,727円

【今後の課題・方向性】
　出産に係る費用負担の軽減のため、引き続き制度の円滑な運営に努めていく。

　※その他財源のその他は、国民健康保険料

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 保険給付費

項 出産育児諸費

目

本年度決算額 69,996 0 

出産育児一時金

当初予算額 84,000 

補正予算額 4,200 

予算流・充用額 0 

最終予算額 88,200 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 23,332 0 

一般財源 46,664 諸収入 0 

計 69,996 その他 23,332 

（参考） 評価
結果

出産に係る費用負担の軽減のため、引き続き制度の円滑な運営に努めていく。
前年度決算額 75,482 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 362,546 その他 362,224 

（参考） 評価
結果

国が示す基金保有額の目安は保険給付費の３年平均の５％とされており、安定的な国保の財政運営に必要な基金を保有する。
前年度決算額 211,882 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 322 

地方債 0 0 

その他 362,546 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 362,547 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】庶務係　0857-20-3481

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次　　なし

【事業の概要】
　国民健康保険運営準備基金への積立

【事業の成果】
　医療費の高騰等による不測の事態に備え、国民健康保険運営準備基金に積み立てを行っ
た。
　　（積立実績）
　　　　　　　　　　　積立額　　　　取崩額　　　　年度末残高
　　　平成21年度　　2,026,183円　446,166,147円　　　　　　　0円
　　　平成22年度　　　103,000円　　　103,000円　　　　　　　0円
　　　平成23年度　　　　　　0円　　　　　　0円　　　　　　　0円
　　　平成24年度　559,258,000円　　　　　　0円　　559,258,000円
　　　平成25年度　211,881,887円　 20,000,000円　　751,139,887円
　　　平成26年度　362,546,212円　 20,000,000円　1,093,686,099円

【今後の課題・方向性】
　国が示す基金保有額の目安は保険給付費の３年平均の５％とされており、安定的な国保
の財政運営に必要な基金を保有する。

　※その他財源のその他は、国民健康保険料

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 積立金

項 積立金

目

本年度決算額 362,546 0 

積立金

当初予算額 1 

補正予算額 362,546 

国００６ 項　　目　　名 国民健康保険運営準備基金積立金（事業勘定分）

主要な施策 国民健康保険運営準備基金積立金 ページ 62 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国００７ 項　　目　　名 後期高齢者支援金

主要な施策 後期高齢者支援金 ページ 62 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庶務係 0857-20-3481

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２３（国００６）

【事業の概要】
　後期高齢者の医療給付を賄うため、医療保険者に課せられる支援金を拠出するもの。
　拠出財源として国民健康保険被保険者が保険料を納付する。
　
【事業の成果】
　後期高齢者の医療給付費の財源として省令により算定された支援金を納付した。
　　　平成24年度　　　2,347,285,422円
　　　平成25年度　　　2,460,157,995円
　　　平成26年度　　　2,438,920,279円

【今後の課題・方向性】
　後期高齢者の増加に伴い、支援金の増加が予想されることから、保険料負担の在り方に
ついて検討していく必要がある。

　※その他財源のその他は、国民健康保険料他

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 後期高齢者支援金等

項 後期高齢者支援金等

目

本年度決算額 2,438,920 0 

後期高齢者支援金

当初予算額 2,437,998 

補正予算額 923 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,438,921 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,164,258 0 

地方債 0 0 

その他 1,078,715 0 

一般財源 195,947 諸収入 0 

計 2,438,920 その他 1,078,715 

（参考） 評価
結果

後期高齢者の増加に伴い、支援金の増加が予想されることから、保険料負担の在り方について検討していく必要がある。
前年度決算額 2,460,158 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,134,118 その他 453,019 

（参考） 評価
結果

平成２７年度行政評価　対象外
前年度決算額 1,123,662 

財
源
内
訳

国・県支出金 609,785 0 

地方債 0 0 

その他 453,019 0 

一般財源 71,314 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,134,118 その他財源の内訳

　会計名 '【問合せ先】庶務係　0857-20-3481

【９次総の施策体系】№3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次　　なし

【事業の概要】
　　介護保険の給付費等をまかなうための納付金。第2号被保険者の介護納付金分を国民
　健康保険の医療保険料と一括して賦課・徴収し、社会保険診療報酬支払基金へ納付する
　もの。
　　当該年度概算額（第2号被保険者1人当たり負担見込額×第2号被保険者見込数）＋前
　々年度精算額

【事業の成果】
　　平成24年度　　1,051,111,225円
　　平成25年度　　1,123,661,815円
　　平成26年度　　1,134,117,854円

【今後の課題・方向性】
　　要介護者の増加に伴い、納付金の増加が予想されることから、保険料負担のあり方
　について検討していく必要がある。

※その他財源のその他は、国民健康保険料

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 介護納付金

項 介護納付金

目

本年度決算額 1,134,118 0 

介護納付金

当初予算額 1,135,305 

補正予算額 △ 1,187 

国００８ 項　　目　　名 介護納付金

主要な施策 介護納付金 ページ 62 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

－ 388 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国００９ 項　　目　　名 高額医療費共同事業拠出金

主要な施策 高額医療費共同事業拠出金 ページ 63 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庶務係 0857-20-3481

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２４（国００７）

【事業の概要】
　医療技術の高度化等に伴い、高額な医療費の発生件数は年々増加し、小規模保険者を中
心に各医療保険者の財政運営が不安定要因となる中、高額医療費の発生による影響を緩和
するため、県内の市町村が拠出金を負担するもの。
　レセプト1件あたり80万円を超える医療費を対象に各市町村からの鳥取県国民健康保険団
体連合会への拠出金を財源として、実際に発生した医療費に応じて各市町村に交付金が交
付される。

【事業の成果】
　鳥取県国民健康保険団体連合会が行う共同事業に拠出金を拠出し、県内の市町村国保間の保険料
の平準化、財政の安定化に資した。
　　平成24年度　403,509,199円
　　平成25年度　421,245,074円
　　平成26年度　453,978,770円

【今後の課題・方向性】
　高額医療費の発生による国保財政への影響を緩和するため、今後も県内市町村による高
額医療費共同事業を推進する。

　※その他財源のその他は、国民健康保険料他

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 共同事業拠出金

項 共同事業拠出金

目

本年度決算額 453,979 0 

高額医療費共同事業拠出金

当初予算額 421,246 

補正予算額 38,979 

予算流・充用額 0 

最終予算額 460,225 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 230,112 0 

地方債 0 0 

その他 223,867 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 453,979 その他 223,867 

（参考） 評価
結果

高額医療費の発生による国保財政への影響を緩和するため、今後も県内市町村による高額医療費共同事業を推進する。
前年度決算額 421,245 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１０ 項　　目　　名 保険財政共同安定化事業拠出金

主要な施策 保険財政共同安定化事業拠出金 ページ 63 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庶務係 0857-20-3481

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２４（国００８）

【事業の概要】
　医療技術の高度化等に伴い、高額な医療費の発生件数は年々増加し、小規模保険者を中
心に各医療保険者の財政運営が不安定となる中、高額医療費の発生による影響を緩和するため、県
内の市町村が拠出金を負担するもの。
　レセプト１件あたり３０万円を超える医療費（８０万円まで）を対象に、この拠出金を財源とし
て、実際に発生した医療費に応じて各市町村に交付金が交付される。

【事業の成果】
　この共同事業を行うことで、各市町村国保の運営の安定化が図られた。
　　平成24年度　1,986,104,068円
　　平成25年度　1,952,814,551円
　　平成26年度　2,059,605,237円

【今後の課題・方向性】
　平成２７年度から全ての医療費が拠出金の対象となることから、国保財政への影響を見
極める必要がある。

　※その他財源のその他は、国民健康保険料他

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 共同事業拠出金

項 共同事業拠出金

目

本年度決算額 2,059,605 0 

保険財政共同安定化事業拠出金

当初予算額 1,952,815 

補正予算額 106,791 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,059,606 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 2,059,605 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 2,059,605 その他 2,059,605 

（参考） 評価
結果

　平成２７年度から全ての医療費が拠出金の対象となることから、国保財政への影響を見極める必要がある。
前年度決算額 1,952,815 

－ 389 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１１ 項　　目　　名 糖尿病性腎症重症化予防事業費

主要な施策 糖尿病性腎症重症化予防事業費 ページ 63 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】医療費適正化推進室 0857-20-3441

【９次総の施策体系】3102

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２５（国００９）

【事業の概要】
　国民健康保険の被保険者のうち、病状悪化により人工透析に移行するおそれのある糖尿
病性腎症の患者であって、生活習慣の改善により重症化予防が期待される者に対し、主治
医の指導の下、６か月間の保健指導プログラムを実施し、糖尿病の重症化を防ぎ、医療費
の適正化を図るもの。

【事業の成果】
　臨床経験及び保健指導プログラムのノウハウを有する民間企業に業務を委託し、効果的
な保健指導を実施した。
　　平成26年度…２９人

【今後の課題・方向性】
　平成26年度の保健指導受講者には、もう少し厳しい指導プログラムを求める方と、指導
プログラムの目標達成基準に負担を感じる方の両面があったため、平成27年度は対象者の
ニーズに合わせたプログラム実施を検討し、継続実施する。

　※その他財源のその他は、国民健康保険料

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 保健事業費

項 保健事業費

目

本年度決算額 6,413 0 

保健衛生普及費

当初予算額 10,800 

補正予算額 △ 4,273 

予算流・充用額 0 

最終予算額 6,527 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 931 0 

地方債 0 0 

その他 5,482 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 6,413 その他 5,482 

（参考） 評価
結果

　現行のプログラムより厳しい指導を求めた方は、既に目標を達成し更なる効果が期待できる。また、負担に感じた方についても、改善に向け
ての努力の継続は評価できる。平成２７年度は、６カ月終了時やフォローアップ移行後の検査データなどを参考にして、指導方法も工夫しなが
ら継続実施していく。前年度決算額 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１２ 項　　目　　名 医療費適正化強化推進事業費

主要な施策 医療費適正化強化推進事業費 ページ 63 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】医療費適正化推進室 0857-20-3441

【９次総の施策体系】3102

【予算計上の経過】
　予算事業別概要
　　６月補正予算・Ｐ９５（国００２）

【事業の概要】
　将来に渡る安定的な国保事業運営のために不可欠な医療費適正化対策を強化するため、
レセプト等の客観的なデータ分析に基づく健康保持増進計画（データヘルス計画）を策定
し、ＰＤＣＡサイクルに沿った医療費適正化の取り組みを実施する。

【事業の成果】
　平成２６年度はデータヘルス計画を策定するとともに、糖尿病対策に重点を置いた各種
啓発事業や専門職員の増員による訪問指導活動の充実及び医療費適正化対策の強化を図っ
た。

【今後の課題・方向性】
　事業評価に用いる検査データの収集や事業参加者のニーズ把握に活用するアンケートな
どの実施方法を検討し、データヘルス計画に反映させる。

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 保健事業費

項 保健事業費

目

本年度決算額 2,069 0 

保健衛生普及費

当初予算額 0 

補正予算額 2,070 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,070 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,069 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 2,069 その他 0 

（参考） 評価
結果

　データヘルス計画策定後は、年度毎の保健事業の実施状況や国保の医療費の動向を注視し、計画の見直しを行うこととしている。検査データ
やアンケートの回答結果を見直しに反映させ、計画的な事業運営に繋げたい。前年度決算額 0 

－ 390 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１３ 項　　目　　名 特定健康診査等事業費

主要な施策 特定健康診査等事業費 ページ 63 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健診推進室 0857-20-0320
【９次総の施策体系】3102
【予算計上の経過】
　予算事業別概要
　　当初予算Ｐ３２５（国０１０）
【事業の概要】
　国保被保険者（４０～７４歳）を対象に、生活習慣病に着目した特定健診・特定保健指導を実施
し、医療費の適正化を総合的に推進する。
【事業の成果】
       　　       特定健診(受診率) 特定保健指導(利用率)　委託料
　　平成24年度    8,037人（26.1％）　234人（26.7％）　37,892,100円
　　平成25年度    8,481人（27.8％）　271人（30.8％）　41,671,414円
　　平成26年度    9,798人（29.8％）　415人（41.9％）　49,363,964円
　　※平成26年度の人数、率については見込み
１　平成26年度は、特定健診受診料金の無料化、コールセンターの活用や訪問による未
　　受診者への受診勧奨、休日健診の実施、キャンペーンでの啓発活動などの取り組みに
　　より、受診者が増加した。
２　特定保健指導については、未利用者に対する訪問や夜間電話により徹底した勧奨を実
　　施するとともに、訪問による特定保健指導を強化した結果、平成25年度利用率30.8％
　　（確定値）から平成26年度利用率41.9％（見込み）と11.1ポイントと大幅に向上した。
３　受診者に対する特定保健指導の結果、メタボ判定において約７割に改善・維持が見ら
　　れた。　
【今後の課題・方向性】
　鳥取市国保加入者の生活習慣病の発症及び重症化予防は、今後の国保医療費削減に向け
ての最重要課題である。特定健診受診率及び特定保健指導利用率向上のため、さらなる取
り組みを強力に推進する必要がある。
　※その他財源のその他は、国民健康保険料

国民健康保険費特別会計（事業勘定）

款 保健事業費

項 特定健康診査等事業費

目

本年度決算額 50,235 0 

特定健康診査等事業費

当初予算額 95,048 

補正予算額 △ 37,400 

予算流・充用額 0 

最終予算額 57,648 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 41,168 0 

地方債 0 0 

その他 9,067 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 50,235 その他 9,067 

（参考） 評価
結果

高齢者医療確保法により定められたもので、中長期的な医療費適正化と健康寿命の延伸に結びつく事業である。今後もさらなる受診率向上に努
めるとともに、保健指導対象者に対する生活習慣病予防対策を強力に推進する。前年度決算額 42,488 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１４ 項　　目　　名 医科運営費

主要な施策 運営費 ページ 64 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】佐治町総合支所市民福祉課 0858-88-0212
【９次総の施策体系】3101
【予算計上の経過】予算事業別概要目次　当初予算・Ｐ３２６（国０１１）
【事業の概要】
　夜間に無医村状態にある佐治地域の住民の健康・福祉の維持増進を図るため、診療所の
維持、医師の確保を図り、地域医療サービスを提供する。
　開設　平成2年4月2日
　診療　内科、小児科、外科
　職員　医師1名、看護師2名、事務（委託）1名
【事業の成果】
　地域医療の確保・充実を目指して医療・保健・福祉の連携が取れた保健医療体制の確立
に重点をおくとともに予防対策を積極的に推進し住民の健康づくりに努めた。
　　　　　　　　　平成24年度　　　平成25年度　　　平成26年度
　年間診療日数　　　　　 213日　　　　　 214日　　 　　　215日
　年間件数　　　　　　 6,803件　　　　 6,352件　　 　　6,634件
　１日平均　　　　　　　31.9件　　　　　29.7件　　 　　 30.9件
　訪問リハビリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  96日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 548件
　診療報酬収入　　82,145,405円　　79,538,159円　  77,516,070円
　その他雑入       9,608,642円　　 9,396,630円　  10,806,733円
　その他収入　　　13,281,739円　　13,334,131円 　 24,871,847円
　　　　収入計　 105,035,786円　 102,268,920円　 113,194,650円
　　　　支出計　  95,944,394円　　87,291,293円　 107,855,646円
　　　　差　額　　 9,091,392円　  14,977,627円　 　5,339,004円
   ※その他雑入は健診、予防接種等
【今後の課題・方向性】
　住民の健康維持を図るため、医師の確保及び収益の増加に努めながら、引き続き地域医
療サービスの提供に努めていく。
※その他財源の諸収入は、検診、予防接種等
※その他財源のその他は、診療収入他

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款 総務費

項 医科施設管理費

目

本年度決算額 36,529 0 

一般管理費

当初予算額 41,907 

補正予算額 362 

予算流・充用額 0 

最終予算額 42,269 その他財源の内訳

分担金 0 

119 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 36,529 0 

一般財源 0 諸収入 10,529 

計 36,529 その他 25,881 

（参考） 評価
結果

地域住民の健康維持を図るため、医師の確保及び収益の増加を図りながら、引き続き地域医療サービスの提供に努めていく。
前年度決算額 38,598 

－ 391 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１５ 項　　目　　名 医科保健事業費

主要な施策 保健事業費 ページ 64 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】佐治町総合支所市民福祉課 0858-88-0212

【９次総の施策体系】3101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次　
　　当初予算・Ｐ３２６（国０１２）

【事業の概要】
　保健・医療福祉の連携を深めながら、健康づくりから疾病の予防、早期発見、治療、リ
ハビリテーションに至る健康事業を幅広く実施し、住民の健康に努める。

【事業の成果】
＜健康相談＞　　　　　　　平成24年度　　平成25年度　　平成26年度
　　総合相談窓口事業　　　42回　155人　 35回　111人　　42回　 58人
　　一般健康相談　　　　　69回　545人　 17回　386人　　12回　235人
　　選果場健康相談　　　 　2回　 41人　  2回　 40人 　　2回　 35人
＜健康教育＞
　　糖尿病等健康教室　　　12回　108人   12回　114人　　12回　 98人
　　しゃんしゃん体操教室　23回　154人　  88回 416人　 105回　630人
　　地区健康教室　　　　　 9回　239人　 11回　241人　 　7回　191人
　　高齢者健康教室　　　　 3回　 61人　　3回　 51人　　 6回   97人
　　禁煙指導数　       　　　　　10人          11人　　　　    7人
＜訪問指導＞
　　高血圧・健診フォロー等　　　 48人　　　　　41人　　     　49人

【今後の課題・方向性】
　引き続き各種相談事業等による疾病予防・健康教育活動に取組み、地域住民の健康維持
に努めていく。

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款 総務費

項 医科施設管理費

目

本年度決算額 7,668 0 

一般管理費

当初予算額 5,380 

補正予算額 2,385 

予算流・充用額 0 

最終予算額 7,765 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 4,246 4,246 

一般財源 3,422 諸収入 0 

計 7,668 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き各種相談事業等による疾病予防・健康教育活動に取組み、地域住民の健康維持に努めていく。
前年度決算額 5,378 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１６ 項　　目　　名 歯科運営費

主要な施策 運営費 ページ 64 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】佐治町総合支所市民福祉課 0858-88-0212
【９次総の施策体系】3101
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２７（国０１３）
【事業の概要】
　高齢化率が高く歯科医院のない佐治地域における歯科診療所の維持及び医師の確保を図
り、良好な歯科医療の確保と地域住民の健康管理に努めている。
　開設　平成元年4月1日（旧診療所は昭和53年5月1日～平成元年3月31日まで診療）
　職員　歯科医師1名、衛生士3名（うち嘱託1名）、技工士1名
【事業の成果】
　包括的地域医療の拠点として、保健・医療・福祉の連携を図り、口腔衛生の普及・住民
の健康づくりに努めた結果、受診件数及び診療報酬収入ともに大幅な増加となった。
　　　　　　　　　平成24年度　　　平成25年度　　　平成26年度
　年間診療日数　　　　　 252日　　　　 　248日　　　　　 251日
　年間件数　　　　　　 4,283件　　　　 4,576件　　　　 5,261件
　１日平均　　　　　　　17.0件　　　　  18.5人　　　　　21.0件
　診療報酬収入　　32,059,349円　  32,801,134円　　37,356,538円
　その他雑入　　 　1,000,783円　　　 949,723円　　　 944,993円
　その他収入　　   4,047,166円　  26,267,140円　　16,795,379円
　　　　収入計　　37,107,298円　　60,017,997円　　55,096,910円
　　　　支出計　　38,137,760円　　63,269,325円　　47,819,663円
　　　　差　額　 △1,030,462円　 △3,251,328円 　　7,277,247円
　※その他雑入は健診等
【今後の課題・方向性】
　住民の健康維持を図るため、医師の確保及び収益の増加に努めながら、引き続き地域医
療サービスの提供に努めていく。
　※その他財源の諸収入は、検診等
　※その他財源のその他は、診療収入他

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款 総務費

項 歯科施設管理費

目

本年度決算額 7,999 0 

一般管理費

当初予算額 9,706 

補正予算額 △ 2 

予算流・充用額 0 

最終予算額 9,704 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 7,999 347 

一般財源 0 諸収入 591 

計 7,999 その他 7,061 

（参考） 評価
結果

住民の健康維持を図るため、医師の確保及び収益の増加に努めながら、引き続き地域医療サービスの提供に努めていく。
前年度決算額 6,993 

－ 392 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１７ 項　　目　　名 歯科保健事業費

主要な施策 保健事業費 ページ 64 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】佐治町総合支所市民福祉課 0858-88-0212

【９次総の施策体系】3101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２７（国０１４）

【事業の概要】
　保健・医療福祉の連携を深めながら口腔衛生管理に努め、地域住民の健康維持を図る。

【事業の成果】
　　　　　　　　　　　　 　　平成24年度　  平成25年度　  平成26年度
　総合相談窓口事業　　　　　42回　111人　 40回　114人　　42回　108人
　介護予防歯科教室　　　　 　4回　 86人　  5回　 60人　   5回　 88人
　成人歯科教室　　　　　　　 5回　 68人 　 6回　 66人 　  5回　 63人
　歯科教室　 　　　　　　 　10回　135人 　 9回　162人 　  8回　119人
　園児・児童・生徒への教室　 5回　235人　  7回　354人 　  5回　332人
　乳幼児歯科相談　　　　  　12回　135人 　11回　164人 　  8回　119人
　成人歯科相談　　　　　       　 137人　　 　  131人 　 　　　131人
　高齢者歯科相談　　　　　        109人　 　　 　65人 　    　　70人
　口腔ケア指導　　　　　　        166人　　　　 157人 　       161人

【今後の課題・方向性】
　引き続き各種保健事業により口腔衛生管理に努め、住民の健康維持を図る。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款 総務費

項 歯科施設管理費

目

本年度決算額 8,348 0 

一般管理費

当初予算額 8,326 

補正予算額 86 

予算流・充用額 0 

最終予算額 8,412 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 3,247 3,247 

一般財源 5,101 諸収入 0 

計 8,348 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き各種保健事業により口腔衛生管理に努め、住民の健康維持を図る。
前年度決算額 8,239 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１８ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 64 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】佐治町総合支所市民福祉課 0858-88-0212

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３２８（国０１５）

【事業の概要】
　診療所(医科)の施設整備に係る起債の元金を償還するもの
　起債年月　　　借入金額　　内容
　平成17年3月　5,200千円　レントゲン(X線テレビシステム)
　平成18年3月　1,000千円　自動現像機
　平成20年3月　1,700千円　施設改修工事(屋内通路、応接・更衣室新設等)

【事業の成果】
　　　　　　　　　償還金
　　平成24年度　1,288,193円
　　平成25年度　　880,350円
　　平成26年度　　891,870円

【今後の課題・方向性】
　地域医療の維持・向上及び診療所の健全経営に努めながら、機器購入等に活用した起債
の償還を行う。
　※その他財源の諸収入は、検診、予防接種等

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 892 0 

元金

当初予算額 892 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 892 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 267 0 

一般財源 625 諸収入 267 

計 892 その他 0 

（参考） 評価
結果

地域医療の維持・向上及び診療所の健全経営に努めながら、機器購入等に活用した起債の償還を行う。
前年度決算額 880 

－ 393 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

国０１９ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 64 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】佐治町総合支所市民福祉課 0858-88-0212

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３５８（国０１６）

【事業の概要】
　診療所(医科)の施設整備に係る起債の利子償還金
　起債年月　　　借入金額　内容
　平成17年3月　5,200千円　レントゲン(X線テレビシステム)
　平成18年3月　1,000千円　自動現像機
　平成20年3月　1,700千円　施設改修工事(屋内通路、応接・更衣室新設等)

【事業の成果】
　　　　　　　　　利子償還金
　　平成24年度　　　67,933円
　　平成25年度　　　52,794円
　　平成26年度　　　41,274円

【今後の課題・方向性】
　地域医療の維持・向上及び診療所の健全経営に努めながら、機器購入等に活用した起債
の償還を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※その他財源の諸収入は、検診、予防接種等

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 41 0 

利子

当初予算額 42 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 42 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 11 0 

一般財源 30 諸収入 11 

計 41 その他 0 

（参考） 評価
結果

地域医療の維持・向上及び診療所の健全経営に努めながら、機器購入等に活用した起債の償還を行う。
前年度決算額 53 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 14,469 その他 14,469 

（参考） 評価
結果

佐治地域の住民の健康・福祉の維持増進を図るため、安定的な診療所運営に必要な基金を保有する。
前年度決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 14,469 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 14,470 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】庶務係　0857-20-3481

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次　　なし

【事業の概要】
　国民健康保険運営準備基金への積立

【事業の成果】
　不測の事態に備え、国民健康保険運営準備基金に積み立てを行った。
　　（積立実績）
　　　　　　　　（医科）積立額（歯科）積立額　 年度末残高
　　　平成26年度　11,726,299円　 2,743,000円　14,469,299円

【今後の課題・方向性】
　佐治地域の住民の健康・福祉の維持増進を図るため、安定的な診療所運営に必要な基金を保有す
る。

　※その他財源のその他は、診療収入

国民健康保険費特別会計（直診勘定）

款 積立金

項 積立金

目

本年度決算額 14,469 0 

積立金

当初予算額 0 

補正予算額 14,470 

国０２０ 項　　目　　名 国民健康保険運営準備基金積立金（直診勘定分）

主要な施策 国民健康保険運営準備基金積立金 ページ 64 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

－ 394 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 656 その他 0 

（参考） 評価
結果

完済までに着実に償還を実施していく。
前年度決算額 1,574 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 656 0 

一般財源 諸収入 656 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 656 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】高齢者企画係 0857-20-3451

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】当初予算・Ｐ３２９（高障住００２）

【事業の概要】
　高齢者住宅整備資金貸付事業を行うため、財務省より財政融資資金の借入をしており、
その元金償還金

【事業の成果】
　当年度の償還金の返済がおこなえた。

【今後の課題・方向性】
　完済まで着実に返済を実施していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※その他財源の諸収入は、貸付金元利収入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 656 0 

元金

当初予算額 656 

補正予算額 0 

高障住００１ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 69 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 15 その他 0 

（参考） 評価
結果

完済まで着実に償還を実施していく。
前年度決算額 31 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 15 0 

一般財源 0 諸収入 15 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 16 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】高齢者企画係 0857-20-3451

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】当初予算・Ｐ３３０（高障住００３）

【事業の概要】
　高齢者住宅整備資金貸付事業を行うため、財務省より財政融資資金の借入をしており、
その利子償還金

【事業の成果】
　当年度の利子の償還がおこなえた。

【今後の課題・方向性】
　完済まで着実に償還を実施していく。

　※その他財源の諸収入は、貸付金元利収入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 15 0 

利子

当初予算額 55 

補正予算額 △ 39 

高障住００２ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 69 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要

－ 395 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,583 その他 0 

（参考） 評価
結果

住宅新築資金等貸付金の円滑な償還事務に努めるため、引き続き継続する。
前年度決算額 2,801 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,783 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 800 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 4,705 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】同和対策係 0857-20-3141

【９次総の施策体系】2201

【予算計上の経過】
　当初事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３１（住００１）

【事業の概要】
　対象地域において、住宅の新築、改修及び宅地の取得を促進することにより住環境の改
善を図ることを目的とした住宅新築資金等貸付事業である。貸付事業は平成8年度をもっ
て終了している。現在は貸付金の回収および起債の償還事務。

【事業の成果】
　住宅新築資金等貸付金の集金等に係る事務費を賄った。
　住宅新築資金等貸付金事務費　　
　　平成２４年度　２，２２６千円
　　平成２５年度　２，８０１千円
　　平成２６年度　２，５８３千円

【今後の課題・方向性】
　住宅新築資金等貸付金の円滑な償還に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住宅新築資金等貸付事業費特別会計

款 住宅新築資金等貸付事業費

項 住宅新築資金等貸付事業費

目

本年度決算額 2,583 0 

住宅新築資金等貸付事業費

当初予算額 5,149 

補正予算額 △ 444 

住００１ 項　　目　　名 事務費

主要な施策 事務費 ページ 72 所　　属　　名

総務部人権政策監
人権推進課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 42,768 その他 4,138 

（参考） 評価
結果

住宅新築資金等貸付金の起債元金の円滑な償還に努めるため、引き続き継続する。
前年度決算額 43,743 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,835 0 

地方債 0 0 

その他 39,767 0 

一般財源 1,166 諸収入 35,629 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 42,769 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】同和対策係 0857-20-3141

【９次総の施策体系】2201

【予算計上の経過】
　当初事業別概要目次
　　当初予算・P３３１（住００２）
　
【事業の概要】
　対象地域において、住宅の新築、改修及び宅地の取得を促進することにより住環境の改
善を図ることを目的とした住宅新築資金等貸付事業である。貸付事業は平成8年度をもっ
て終了している。現在は貸付金の起債元金の償還。

【事業の成果】
　住宅新築資金等貸付金長期借入金元金償還金
　　平成２４年度　４２，２２９千円
　　平成２５年度　４３，７４３千円
　　平成２６年度　４２，７６８千円

【今後の課題・方向性】
　貸付金の起債元金の円滑な償還に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※その他財源の諸収入は、貸付金元利収入
　※その他財源のその他は、前年度繰越金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住宅新築資金等貸付事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 42,768 0 

元金

当初予算額 38,972 

補正予算額 3,797 

住００２ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 72 所　　属　　名

総務部人権政策監
人権推進課年度 H26 事業の概要

－ 396 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 6,679 その他 0 

（参考） 評価
結果

住宅新築資金等貸付金の起債利子の円滑な償還に努めるため、引き続き継続する。
前年度決算額 8,704 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 6,679 0 

一般財源 0 諸収入 6,679 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 6,680 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】同和対策係 0857-20-3141

【９次総の施策体系】2201

【予算計上の経過】
　当初事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３２（住００３）
　
【事業の概要】
　対象地域において、住宅の新築、改修及び宅地の取得を促進することにより住環境の改
善を図ることを目的とした住宅新築資金等貸付事業である。貸付事業は平成8年度をもっ
て終了している。現在は貸付金の起債利子の償還。

【事業の成果】
　住宅新築資金等貸付金長期借入金利子償還金
　　平成２４年度　１０，７２５千円
　　平成２５年度　  ８，７０４千円
　　平成２６年度　  ６，６７９千円

【今後の課題・方向性】
　貸付金の起債利子の円滑な償還に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※その他財源の諸収入は、貸付金元利収入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住宅新築資金等貸付事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 6,679 0 

利子

当初予算額 6,755 

補正予算額 △ 75 

住００３ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 72 所　　属　　名

総務部人権政策監
人権推進課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 701,058 その他 0 

（参考） 評価
結果

継続して土地開発基金の適切な管理・運営に努める。
前年度決算額 600,679 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 544 

地方債 0 0 

その他 544 0 

一般財源 700,514 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 701,067 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】財産政策第１係 0857-20-3851

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３３（土００１）、２月補正予算（追加）・Ｐ３（土００１）

【事業の概要】
　公用または公共用に供する土地、公共の利益のために取得する必要のある土地等をあらかじめ取
得することにより事業の円滑な執行を図るため、土地開発基金を設置し、その運用益金の管理を
行っている。
　また、平成２５年度に土地開発基金の一部を取り崩して一般会計に繰り出し、それを財源として
三洋電機（株）南吉方工場跡地を取得している。

【事業の成果】
　運用利子及び三洋電機（株）南吉方工場跡地の一部土地売払収入を一般会計から繰り入れて、土
地開発基金に積み立てた。
○基金積立実績（運用利率０．０４５％）
　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　うち運用利子　　　　　基金残高
　平成２４年度実績　２７３,７４０千円　１,０６５千円　　２,６６６,２５９千円
　平成２５年度実績　６００,６７９千円　　 ６７９千円　　１,２０６,９８６千円
　平成２６年度実績　７０１,０５８千円　　 ５４４千円　　１,９０８,０４４千円
　
【今後の課題・方向性】
　土地開発基金を確実かつ効率的な運用に努めるために、繰替運用及び貸付運用を行い、公共用用
地の取得に備えて基金の積立を行っていく。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

土地取得費特別会計

款 土地取得事業費

項 土地取得事業費

目

本年度決算額 701,058 0 

事務費

当初予算額 550 

補正予算額 700,517 

土００１ 項　　目　　名 土地取得費事務費

主要な施策 事務費 ページ 74 所　　属　　名

総務部総務調整監
財産経営課年度 H26 事業の概要
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

墓００１ 項　　目　　名 第二いなば墓苑用地取得費

主要な施策 第二いなば墓苑用地取得費 ページ 76 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】環境衛生係 0857-20-3216

【９次総の施策体系】4201

【予算上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３４（墓００１）

【事業の概要】
　使用料収入をもって、債務負担行為により取得した第二いなば墓苑の用地に係る費用を償還す
る。

【事業の成果】
　　　平成２４年度　　　　２０，６９０千円
　　　平成２５年度　　　　１５，６１９千円
　　　平成２６年度　　　　　　　１７６千円

【今後の課題・方向性】
　今後とも第二いなば墓苑用地に係る償還に適切に対応していく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

墓苑事業費特別会計

款 墓苑費

項 墓苑費

目

本年度決算額 176 0 

墓苑費

当初予算額 176 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 176 その他財源の内訳

分担金 0 

176 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 176 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 176 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後とも第二いなば墓苑用地に係る償還に適切に対応していく。
前年度決算額 15,619 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

墓００２ 項　　目　　名 墓地管理費

主要な施策 墓地管理費 ページ 76 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】環境衛生係 0857-20-3216

【９次総の施策体系】4201

【予算上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３４（墓００２）

【事業の概要】
　市営墓地の適正な維持管理を行うことで、墓石等の保護及び参拝者の安全を図る。

【事業の成果】
　　　　平成２４年度　　　８，５４６千円
　　　　平成２５年度　　１８，０６６千円
　　　　平成２６年度　　１１，２１７千円

【今後の課題・方向性】
　参拝者の安全確保のため、現状を把握し計画的な修繕を行っていく必要がある。平成２８年度中
に第二いなば墓苑の全区画が埋まることが予想されるため、恒久的な墓地需要への対応を担保する
ため、第三期工事に着手する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

墓苑事業費特別会計

款 墓苑費

項 墓苑費

目

本年度決算額 11,217 0 

墓苑費

当初予算額 12,748 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 12,748 その他財源の内訳

分担金 0 

11,217 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 11,217 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 11,217 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後とも引き続き事業を実施し、適正に墓地事業を実施することにより、市民の墓地需要に応えていく。
前年度決算額 18,066 

－ 398 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

墓００３ 項　　目　　名 積立金

主要な施策 積立金 ページ 76 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】環境衛生係 0857-20-3216

【９次総の施策体系】4201

【予算上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３５（墓００３）

【事業の概要】
　市営墓地の使用料収入から墓地管理費・第二いなば墓苑の用地取得費償還金を除いた剰
余金を、基金として積立て、円滑な墓苑事業の推進を図る。

【事業の成果】
　予定額を適切に積み立てた。

【今後の課題・方向性】
　今後も基金運営につき、適切に対応する。

＊その他財源のその他は、前年度繰越金。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

墓苑事業費特別会計

款 積立金

項 積立金

目

本年度決算額 17,932 0 

積立金

当初予算額 20,496 

補正予算額 △ 2,564 

予算流・充用額 0 

最終予算額 17,932 その他財源の内訳

分担金 0 

11,801 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 17,932 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 17,932 その他 6,131 

（参考） 評価
結果

今後も基金運営につき、適切に対応する。
前年度決算額 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 15,250,175 その他 7,094,742 

（参考） 評価
結果

　要介護認定者は増加傾向にあり、今後も介護給付費の増大が見込まれる。介護保険制度の持続可能性を確保するため、重篤化の予防や介護給
付費の適正化に取り組んでいく。前年度決算額 14,908,697 

財
源
内
訳

国・県支出金 5,977,938 0 

地方債 0 0 

その他 7,365,965 271,223 

一般財源 1,906,272 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 15,656,061 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】介護保険係 0857-20-3452
【９次総の施策体系】3202
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３６（介００１）
【事業の概要】
　介護保険は、加齢による病気等で介護が必要な人に対して介護サービスを提供する制度
として、国民の共同連帯の理念に基づき平成１２年４月に創設された。介護サービス等諸
費では、介護サービスを利用した要介護１～５の本市被保険者に対して、約９割を保険給
付として支給する。
　①鳥取県国保連合会からの一括請求に対して支払を行う。
　　（居宅介護サービス）・訪問介護　・通所介護　など
　　（施設介護サービス）・介護老人福祉施設　など
　　（地域密着型サービス）・小規模多機能型居宅介護 　など
　②被保険者から申請があった場合に支払を行う。
　　　・特定福祉用具販売　　・住宅改修費　　・高額介護サービス費
【事業の成果】
　加齢や病気等で常時介護が必要となっても、介護サービスを利用しながら、可能な限り
住み慣れた地域での生活を継続するための支援が図られた。
　＜介護給付費の推移＞
　平成２４年度決算額　　１４，０８３，０５３千円（Ｈ２４.３～２５.２利用分）
　平成２５年度決算額　　１４，９０８，６９７千円（Ｈ２５.３～２６.２利用分）
　平成２６年度決算額　　１５，２５０，１７５千円（Ｈ２６.３～２７.２利用分）
【今後の課題・方向性】
　要介護認定者は増加傾向にあり、今後も介護給付費の増大が見込まれる。介護保険制度
の持続可能性を確保するため、重篤化の予防や介護給付費の適正化に取り組んでいく。
　※その他財源のその他は介護保険料他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 保険給付費

項 介護サービス等諸費

目

本年度決算額 15,250,175 0 

介護サービス等諸費

当初予算額 16,440,140 

補正予算額 △ 784,079 

介００１ 項　　目　　名 介護サービス等諸費

主要な施策 介護サービス等諸費 ページ 78 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 883,993 その他 411,118 

（参考） 評価
結果

　要支援認定者は増加傾向にあり、今後も介護予防給付費の増大が見込まれる。介護保険制度の持続可能性を確保するため、介護予防や介護給
付費の適正化に取り組んでいく。前年度決算額 853,532 

財
源
内
訳

国・県支出金 346,518 0 

地方債 0 0 

その他 426,976 15,858 

一般財源 110,499 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 915,403 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】介護保険係 0857-20-3452
【９次総の施策体係】3202
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３３６（介００２）
【事業の概要】
　介護保険は、加齢による病気等で介護が必要な人に対して介護サービスを提供する制度
として、国民の共同連帯の理念に基づき平成１２年４月に創設された。介護予防サービス
等諸費では、介護予防サービスを利用した要支援１～２の本市被保険者に対して、約９割
を保険給付として支給する。
　①県国保連合会からの一括請求に対して支払を行う。
　　（介護予防サービス費）・介護予防訪問介護　・介護予防通所介護　など
　　（地域密着型介護予防サービス費）・介護予防小規模多機能型居宅介護　など
　②被保険者からの申請があった場合には支払を行う。
　・特定介護予防福祉用具販売　　・介護予防住宅改修費　・高額介護予防サービス費
【事業の成果】
　介護予防サービスを利用し、要介護状態の軽減・悪化防止のための支援や日常生活の支
援を受けながら、可能な限り住み慣れた地域での生活を継続するための支援が図られた。
　＜介護給付費の推移＞
　平成２４年度決算額　　　８１８，９０９千円（Ｈ２４．３～２５．２利用分）
　平成２５年度決算額　　　８５３，５３２千円（Ｈ２５．３～２６．２利用分）
　平成２６年度決算額　　　８８３，９９３千円（Ｈ２６．３～２７．２利用分）
【今後の課題・方向性】
　要支援認定者は増加傾向にあり、今後も介護予防給付費の増大が見込まれる。介護保険
制度の持続可能性を確保するため、介護予防や介護給付費の適正化に取り組んでいく。
　※その他財源のその他は介護保険料他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 保険給付費

項 介護予防サービス等諸費

目

本年度決算額 883,993 0 

介護予防サービス等諸費

当初予算額 951,727 

補正予算額 △ 36,324 

介００２ 項　　目　　名 介護予防サービス等諸費

主要な施策 介護予防サービス等諸費 ページ 78 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 13,627 その他 6,814 

（参考） 評価
結果

国の示す実施要綱を注視しながら見直しを図っていく。
前年度決算額 12,446 

財
源
内
訳

国・県支出金 5,110 0 

地方債 0 0 

その他 6,814 0 

一般財源 1,703 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 20,591 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】地域包括ケア推進室 0857-20-3453

【９次総の施策体系】3102

【予算計上の経過】
　当初予算・Ｐ３３７（介００３）

【事業の概要】
　平成２２年度の地域支援事業実施要綱の改正に伴い、要介護・要支援者を除く介護保険
第１号被保険者全員に対し、基本チェックリスト等を実施し、要介護状態等となる恐れが
高い高齢者を把握する。該当者が、要介護状態等に陥ることなく健康的な生活を在宅で送
ることができるよう支援するため、おたっしゃ教室への参加勧奨を行う。

【事業の成果】
　二次予防事業対象者を把握することにより、介護予防教室等に参加奨励することができ
た。二次予防事業対象者　7,174人

【今後の課題・方向性】
　制度的な見直しが図られており、費用対効果を考慮し、全数配布によらない調査方法に
よる実施を検討する。国の示す実施要綱を注視しながら、見直しを図っていく。
　※その他財源のその他は介護保険料他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 地域支援事業費

項 介護予防事業費

目

本年度決算額 13,627 0 

二次予防事業費

当初予算額 20,591 

補正予算額 0 

介００３ 項　　目　　名 二次予防事業対象者把握事業費

主要な施策 二次予防事業対象者把握事業費 ページ 78 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 27,650 その他 13,825 

（参考） 評価
結果

総合事業の実施に向けた実施内容等の検討が必要である。
前年度決算額 23,979 

財
源
内
訳

国・県支出金 10,369 0 

地方債 0 0 

その他 13,825 0 

一般財源 3,456 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 28,738 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】地域包括ケア推進室 0857-20-3453

【９次総の施策体系】3102

【予算上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ３３７（介００４）

【事業の概要】
　平成１８年の介護保険法改正により、地域支援事業の介護予防事業二次予防事業の一環
として、通所事業である本事業を開始。
　①運動指導等による転倒予防、失禁予防、筋力向上につながる各種運動の実施
　②栄養士及び歯科衛生士による食生活栄養相談及び口腔ケア指導

【事業の成果】
　運動機能等の低下が特に顕著に認められる高齢者を対象に、介護予防、閉じこもり防止
を図るため、参加無料の通所型の教室を実施し、健康的に生活が送れるよう支援する。
　実施会場　公　民　館　型：　教室（30か所）　参加人数：458人
　　　　　　健康増進施設型：　教室（４施設）　参加人数：147人

【今後の課題・方向性】
　昨年度より参加者数は増加している。
　今後は総合事業の実施に向けて、効率的な実施方法等について見直しを図る。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※その他財源のその他は介護保険料他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 地域支援事業費

項 介護予防事業費

目

本年度決算額 27,650 0 

二次予防事業費

当初予算額 36,361 

補正予算額 △ 7,623 

介００４ 項　　目　　名 おたっしゃ教室事業費

主要な施策 通所型介護予防事業費 ページ 78 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

介００５ 項　　目　　名 高齢者健康教室事業費

主要な施策 介護予防普及啓発事業費 ページ 78 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局
中央保健センター年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健康づくり係　0857-20-3194

【９次総の施策体系】3102

【事業の概要】
　高齢者を対象とした健康教育を実施することで介護予防に関する知識の普及・啓発を行
い、高齢者が介護予防のために自主的な活動ができるように支援する。

【事業の成果】
　　　　　　　　　　　　　　　平成２４年度　　　平成２５年度　　　平成２６年度
　決算額　　　　　　　　　４９４，９４０円　４４１，４６６円　６３０，２８０円
　高齢者健康教育（中央）　　　　　２８５回　　　　　２８２回　　　　　２８５回
　介護予防測定　　　　　　　　　　　１２回　　　　　　１２回　　　　　　１４回
　　　　　　　
【今後の課題・方向性】
　高齢者健康教育やしゃんしゃん体操の普及をすることで、介護予防と健康寿命の延伸を
図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※その他財源のその他は介護保険料他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

介護保険費特別会計

款 地域支援事業費

項 介護予防事業費

目

本年度決算額 630 0 

一次予防事業費

当初予算額 702 

補正予算額 0 

予算流・充用額 △ 5 

最終予算額 697 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 236 0 

地方債 0 0 

その他 315 0 

一般財源 79 諸収入 0 

計 630 その他 315 

（参考） 評価
結果

介護予防に関する知識の普及・啓発を行い、高齢者が介護予防のために自主的な活動ができるように支援する。
前年度決算額 441 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

介００６ 項　　目　　名 地域ふれあい事業費

主要な施策 地域介護予防活動支援事業費 ページ 78 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局
中央保健センター年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健康づくり係　0857-20-3194
【９次総の施策体系】3102
【事業の経過及び背景】
　高齢化に伴い、要介護者の増加や老人医療費の増加が経済的・社会的問題となっている
中で、高齢者の健康寿命をのばし、元気で活動的な高齢者を増やす取組が重要となってい
る。
【事業の概要】
　高齢者の健康寿命延伸のために活動的な高齢者を増やし、ふれあいのあるあたたかい地
域づくりができるようにしゃんしゃん体操普及員を養成した。普及員の技術向上を図りな
がら、地区公民館や集会所を拠点に、体操の普及を継続して行う。
（事業内容）
　①しゃんしゃん体操普及員養成　②しゃんしゃん体操の地域普及への支援
　③しゃんしゃん体操普及員連絡会への支援
【事業の成果】
　　　　　　　　　　　　　平成２４年度　　　平成２５年度　　　平成２６年度
　決算額　　　　　　　２７３，８３３円　３０３，１５６円　３０４，６５３円
　連絡会加入普及員数　　　　　２４６人　　　　　２４６人　　　　　２６０人
　継続実施箇所　　　　　　　　７５箇所　　　　　６１箇所　　　  　７２箇所
　単発実施箇所　　　　　　　１４９箇所　　　　１０３箇所　　　　１６７箇所
　延参加者　　　　　　　３４，２３５人　　３３，６３２人　　３６，１０５人

【今後の取り組み】
　従来の活動に加え普及員の研修の充実を図る。また、認知症予防の希望が高まっている
現状に対応するよう、認知症予防体操の開発の検討、普及のための媒体制作を行い普及す
る。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　その他財源のその他は介護保険料他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 地域支援事業費

項 介護予防事業費

目

本年度決算額 305 0 

一次予防事業費

当初予算額 300 

補正予算額 0 

予算流・充用額 5 

最終予算額 305 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 114 0 

地方債 0 0 

その他 153 0 

一般財源 38 諸収入 0 

計 305 その他 153 

（参考） 評価
結果

介護予防を目的とした高齢者の身近なふれあいの場として、地域で積極的に活動できる場を増やすため、今後も普及員を養成し、普及員の活動
支援を図る。前年度決算額 303 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 142 その他 71 

（参考） 評価
結果

総合事業の実施に向け、登録ボランティア数の増加等に取り組みながら継続して実施したい。
前年度決算額 129 

財
源
内
訳

国・県支出金 53 0 

地方債 0 0 

その他 71 0 

一般財源 18 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 449 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】地域包括ケア推進室 0857-20-3453

【９次総の施策体系】3102

【予算計上の経過】当初予算・Ｐ３３８（介００５）

【事業の概要】
　高齢者が、ボランティア活動を通じて地域貢献や社会参加をすることで、元気な高齢者
が暮らす地域社会をつくることを目的とする。

【事業の成果】
　　　　　　　　　　ボランティア登録者（累計）　ボランティア活動登録施設
　平成２４年度実績　　　２７人　　　　　　　　　　　６７ヵ所
　平成２５年度実績　　　６２人　　　　　　　　　　　７０ヵ所
　平成２６年度実績　　１０７人　　　　　　　　　　　７５ヵ所

【今後の課題・方向性】
　ボランティア登録者の増加を図り、より良い地域社会の形成を図っていく。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※その他財源のその他は介護保険料他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 地域支援事業費

項 介護予防事業費

目

本年度決算額 142 0 

一次予防事業費

当初予算額 931 

補正予算額 △ 482 

介００７ 項　　目　　名 介護支援ボランティア事業費

主要な施策 地域介護予防活動支援事業費 ページ 78 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 10,365 その他 1,106 

（参考） 評価
結果

今後とも実施していく。
前年度決算額 12,695 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,120 0 

地方債 0 0 

その他 6,205 0 

一般財源 1,040 諸収入 5,099 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 11,203 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】地域包括ケア推進室 0857-20-3453

【９次総の施策体系】3102

【予算計上の経過】当初予算・Ｐ３３８（介００６）

【事業の概要】
　独居等の高齢者にバランスのとれた食事を提供し、安否確認を行う必要があるため。
　調理が困難な在宅高齢者に対し、栄養バランスのとれた食事を提供するとともに安　　
否確認を行い、地域の中で健康で自立した生活を送ることができるよう支援する
　▽規則正しい食生活による生活スタイルの改善及び生活意欲の向上
　▽栄養士による食生活指導により自立した食生活の維持向上
　▽低栄養による身体機能低下の防止
　▽安否確認により利用者の変化をいち早く察知

【事業の成果】　　　　　　　　　　　　　　 　利用者数　延利用食数
 平成２４年度決算額　　　　１５，５０２千円　１３８人　１５，７４６食
 平成２５年度決算額　　　　１２，６９６千円　１１３人　１２，８９８食
 平成２６年度決算額　　　　１０，３６５千円　　９１人　１０，４６７食

【今後の課題・方向性】
　高齢者ができるだけ住み慣れた地域で生活していくことを支援するため、今後も実施し
ていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※その他財源のうちその他は、介護保険料
　　その他財源のうち諸収入は、利用料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 地域支援事業費

項 任意事業費

目

本年度決算額 10,365 0 

その他事業費

当初予算額 16,146 

補正予算額 △ 4,943 

介００８ 項　　目　　名 配食サービス事業費（一般高齢者分）

主要な施策 地域自立生活支援事業費 ページ 79 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

介００９ 項　　目　　名 ふれあいデイサービス事業費

主要な施策 地域自立生活支援事業費 ページ 79 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局
中央保健センター年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191

【９次総の施策体系】3102

【事業の概要】
　高齢者の生きがいと社会参加を促進し、家に閉じこもりがちな１人暮らしの老人等に対
して各種サービスを提供する事により、孤立感の解消及び自立生活の助長、介護予防に資
する事を目的とする。
　・対象者：概ね６５歳以上の１人暮らしの者、在宅虚弱高齢者等
　・実施場所：地区公民館、町内会館等
　・実施方法：鳥取市社会福祉協議会へ委託
　・サービス内容：生活指導、健康チェック、講話、創作活動、レクリェーション等

【事業の成果】
　　　　　　　　　　平成２４年度　平成２５年度　平成２６年度
　決算額　　　　　　12,846,848円　11,444,238円　10,800,236円
　参加者延人数　　　　　10,375人　　　10,016人　　　 9,784人

【今後の課題・方向性】
　高齢化社会の進展とともに、1人暮らしの高齢者などに対応する福祉サービスは今後ま
すます重要度が増してくると考えられ、地域の各種団体の協力のもと継続実施を行う。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※その他財源のその他は介護保険料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 地域支援事業費

項 任意事業費

目

本年度決算額 10,800 0 

その他事業費

当初予算額 11,118 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 11,118 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,399 0 

地方債 0 0 

その他 2,268 0 

一般財源 2,133 諸収入 0 

計 10,800 その他 2,268 

（参考） 評価
結果

地域包括ケアシステムが検討されている中、実施方法、実施主体等、今後、改善を検討する。
前年度決算額 11,444 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 10,527 その他 2,211 

（参考） 評価
結果

高齢者の外出機会の拡充による一層の介護予防促進を図っていくため、さらなる周知に取り組むとともに、より利用しやすい制度となるよう継
続的に検証し、適宜見直しを行っていきたい。前年度決算額 10,727 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,237 0 

地方債 0 0 

その他 2,211 0 

一般財源 2,079 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 11,934 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】地域包括ケア推進室 0857-20-3453

【９次総の施策体系】3201

【予算計上の経過】
　当初予算・Ｐ３３９（介００７）

【事業の概要】
　高齢者向け路線バスのフリーパス（因幡、架け橋、シルバー悠遊、グランド７０）の購
入費用の一部を助成し、閉じこもり予防と積極的な社会参加を促進する。

【事業の成果】
　実証実験を経て平成２５年度からの制度開始以降、周知が進み利用者数も拡大している
。

【事業の課題・方向性】
　高齢者の外出機会の拡充による一層の介護予防促進を図っていくため、さらなる周知に
取り組むとともに、より利用しやすい制度となるよう継続的に検証・見直しを行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※その他財源のその他は介護保険料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 地域支援事業費

項 任意事業費

目

本年度決算額 10,527 0 

その他事業費

当初予算額 10,362 

補正予算額 1,572 

介０１０ 項　　目　　名 高齢者バス運賃優待助成事業費

主要な施策 地域自立生活支援事業費 ページ 79 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 13,155 その他 2,370 

（参考） 評価
結果

ひとり暮らし高齢者等の在宅生活の継続のためには必要な事業であるため、今後も効率化等を検討しながら実施していく。
前年度決算額 12,644 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,687 0 

地方債 0 0 

その他 4,239 0 

一般財源 2,229 諸収入 1,869 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 13,309 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】地域包括ケア推進室 0857-20-3453

【９次総の施策体系】3201

【予算計上の経過】当初予算・Ｐ３３９（介００８）

【事業の概要】
ひとり暮らし高齢者等に対し、急病等による通報に随時（２４時間・３６５日）対応する
ための体制を整備し、緊急事態の対応と不安軽減を図る。

【事業の成果】
利用者が随時（２４時間・３６５日）通報や相談ができるように、適切なアセスメントを
行う専門的知識を有するオペレーターを配置し、通報があった場合は迅速かつ適切に対応
する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設置台数
　平成２４年度実績　１２，５０６千円　５１５台
　平成２５年度実績　１２，６４５千円　５０４台
　平成２６年度実績　１３，１５５千円　４９４台

【今後の課題・方向性】
　ひとり暮らし高齢者等の在宅生活の継続のためには必要な事業であるため、今後も効率
化等を検討しながら実施していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※その他財源のうちその他は、介護保険料
    その他財源のうち諸収入は、利用料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護保険費特別会計

款 地域支援事業費

項 任意事業費

目

本年度決算額 13,155 0 

その他事業費

当初予算額 12,675 

補正予算額 634 

介０１１ 項　　目　　名 安心ホットライン事業費

主要な施策 地域自立生活支援事業費 ページ 79 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,650 その他 0 

（参考） 評価
結果

国府町宇部野財産区住民の福祉の増進に資するため、定期券購入費の助成をすることにより、保護者の負担軽減を図る。
前年度決算額 3,328 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 2,650 0 

一般財源 0 諸収入 2,650 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,674 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】財産政策第１係 0857-20-3851

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３４０（財００１）　

【事業の概要】
　宇倍野財産区が所有している日ノ丸自動車株券（185,000株）を活用して、宇倍野財産区内の
小・中・高校生に、定期券等の購入費の助成を実施し、保護者の負担を軽減する。

【事業の成果】
　国府町宇倍野財産区住民の福祉の増進に資するため、財産区内の遠距離の児童及び生徒の定期券
購入費の助成をすることにより、保護者の負担の軽減を図る。
　※助成率
　　①小・中学生　市教委遠距離通学対象地区　　保護者負担の１０％
　　　　　　　　　市教委遠距離通学対象外地区　保護者負担の３０％
　　②高校生　　　大茅・成器地区　１０％
　　　　　　　　　宇倍野地区　　　１６％
　　平成２４年度実績　３，４０８千円　　定期券実績　２１９件
　　平成２５年度実績　３，３２８千円　　定期券実績　２１０件
　　平成２６年度実績　２，６５０千円　　定期券実績　１７６件

【今後の課題・方向性】
　国府町宇部野財産区住民の福祉の増進に資するため、定期券購入費の助成をすることにより、保
護者の負担の軽減を図っていく。

　＊その他財源の諸収入は、中・高校生等定期券販売収入。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

財産区管理事業費特別会計

款 総務費

項 総務管理費

目

本年度決算額 2,650 0 

一般管理費

当初予算額 3,140 

補正予算額 △ 466 

財００１ 項　　目　　名 一般管理事務費（国府）

主要な施策 一般管理事務費 ページ 81 所　　属　　名

総務部総務調整監
財産経営課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 760 その他 0 

（参考） 評価
結果

分収造林契約に基づき間伐などの防災・保育事業を実施し、水源林の機能維持と森林の付加価値を向上させる。
前年度決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 760 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 805 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】財産政策第１係 0857-20-3851

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３４１（財００３）

【事業の概要】
　昭和３７年に旧森林開発公団（現独立法人森林総合研究所）の分収造林事業（水源林事業）を活
用して森林造林事業を実施した財産区有林について、分収造林契約に基づき間伐などの防災・保育
事業を実施する。

【事業の成果】
　独立法人森林総合研究所の分収造林事業（水源林造林事業）を活用して森林造林事業を実施した
財産区有林について、分収造林契約に基づき間伐などの防災・保育事業を実施した。実施事業・防
災・保育間伐　4.58ha
　　平成２４年度実績　　　６７２千円
　　平成２５年度実績　　　　　０千円
　　平成２６年度実績　　　７６０千円

【今後の課題・方向性】
　分収造林契約に基づき間伐などの防災・保育事業を実施し、水源林の機能維持と森林の付加価値
を向上させる。

　＊その他財源の負担金は、森林総合研究所造林費負担金。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

財産区管理事業費特別会計

款 分収造林事業費

項 森林総合研究所造林費

目

本年度決算額 760 760 

用瀬町川中樟原財産区造林費

当初予算額 805 

補正予算額 0 

財００２ 項　　目　　名 用瀬町川中樟原財産区造林費

主要な施策 用瀬町川中樟原財産区造林費 ページ 81 所　　属　　名

総務部総務調整監
財産経営課年度 H26 事業の概要
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 21,834 その他 0 

（参考） 評価
結果

温泉の安定供給のため、適正な維持管理に努める。
前年度決算額 33,334 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 21,834 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

16,218 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 23,496 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】観光政策係 0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３４２（温００１）

【事業の概要】
　浜村温泉、鹿野温泉の安定した温泉供給を図るため、配湯施設の維持管理等を適正に行
う。（温泉施設設備点検、修繕等）

【事業の成果】
　平成２４年度　１６，８１９千円
　平成２５年度　３３，３３４千円
　平成２６年度　２１，８３４千円

【今後の課題・方向性】
　温泉の安定供給のため、適正な維持管理に努める。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

温泉事業費特別会計

款 温泉事業費

項 温泉事業費

目

本年度決算額 21,834 5,616 

温泉管理費

当初予算額 23,496 

補正予算額 0 

温００１ 項　　目　　名 維持管理費

主要な施策 維持管理費 ページ 83 所　　属　　名

経済観光部
観光戦略課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 56,702 その他 4,372 

（参考） 評価
結果

計画的な償還を進めながら、必要に応じ繰り上げを行い期間短縮と利子負担軽減に努める。
前年度決算額 21,822 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 56,702 18,162 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

34,168 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 56,702 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】観光政策係 0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　  当初予算・Ｐ３４２（温００２）

【事業の概要】
　鹿野温泉の温泉集中管理施設整備に使用した温泉施設整備事業債の償還元金。
（平成３０年度で完済）

【事業の成果】
　平成２４年度　２１，７８６千円
　平成２５年度　２１，８２２千円
　平成２６年度　５６，７０２千円（温泉事業基金の繰入により繰上償還）

【今後の課題・方向性】
　計画的な償還を進めながら、必要に応じ繰り上げを行い期間短縮と利子負担軽減に努め
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※その他財源のその他は、前年度繰越金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

温泉事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 56,702 0 

元金

当初予算額 21,858 

補正予算額 34,844 

温００２ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 83 所　　属　　名

経済観光部
観光戦略課年度 H26 事業の概要

－ 406 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,098 その他 0 

（参考） 評価
結果

計画的な返済を進めるとともに、必要に応じ期間短縮と利子負担の軽減を図る。
前年度決算額 1,560 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 1,098 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

1,098 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,098 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】観光政策係 0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３４３（温００３）

【事業の概要】
　鹿野温泉の温泉集中管理施設整備のため使用した温泉施設整備事業債の利息。
　（平成３０年度で完済）

【事業の成果】
　平成２４年度　１，８６４千円
　平成２５年度　１，５６０千円
　平成２６年度　１，０９８千円

【今後の課題・方向性】
　計画的な返済を進めるとともに、必要に応じ期間短縮と利子負担の軽減を図る。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

温泉事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 1,098 0 

利子

当初予算額 1,360 

補正予算額 △ 262 

温００３ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 83 所　　属　　名

経済観光部
観光戦略課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

観００１ 項　　目　　名 温泉施設管理費

主要な施策 温泉施設管理費 ページ 85 所　　属　　名

経済観光部
観光戦略課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】観光政策係 0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３４４（観００１）

【事業の概要】
　＜浜村温泉館＞
　　民間施設を平成１４年度に気高町が取得、平成１５年度から町営として開館。
　＜国民宿舎山紫苑＞
　　昭和４７年度設立された宿泊型温泉施設。平成６年度に施設を増床（新館）。
　＜しかの温泉館＞
　　平成５年度設立された日帰り型温泉浴場施設。
　いずれも指定管理者制度を導入しており、管理経費縮減と民間知識活用による
サービス向上を図るとともに、市民の保養と観光振興を目指す。

【事業の成果】
　平成２４年度　４，０７１千円
　平成２５年度　４，４５８千円
　平成２６年度　２，０６１千円（浜村温泉館サウナ改修）

【今後の課題・方向性】
　当面指定管理者制度での運営を継続しながら、在り方検討を進める。　　　　　　　　　

※その他財源の諸収入は、建物災害共済金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

観光施設運営事業費特別会計

款 観光施設費

項 観光施設事業費

目

本年度決算額 2,061 0 

温泉施設管理費

当初予算額 1,344 

補正予算額 1,118 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,462 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 358 0 

一般財源 1,703 諸収入 358 

計 2,061 その他 0 

（参考） 評価
結果

当面指定管理者制度での運営を継続しながら、在り方検討を進める。
前年度決算額 4,458 

－ 407 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

観００２ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 85 所　　属　　名

経済観光部
観光戦略課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】観光政策係 0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３４４（観００２）

【事業の概要】
　山紫苑、浜村温泉館の増改築施設整備事業に使用した事業債償還元金。
　①山紫苑厚生福祉施設整備事業債（平成６年借入分：平成２６年度完済）
　②浜村温泉館改築事業債（平成１５年借入：平成３０年度完済）
　③浜村温泉館改築事業債（平成１６年借入：平成３０年度完済）

【事業の成果】
　平成２４年度　６３，７４２千円
　平成２５年度　６５，９３１千円
　平成２６年度　１７，１２１千円

【今後の課題・方向性】
　計画的な償還を進める。

※その他財源の諸収入は、ふるさと鹿野利益還元納付金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

観光施設運営事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 17,121 0 

元金

当初予算額 17,121 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 17,121 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 5,546 0 

一般財源 11,575 諸収入 5,546 

計 17,121 その他 0 

（参考） 評価
結果

計画的な償還を進める。
前年度決算額 65,931 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

観００３ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 85 所　　属　　名

経済観光部
観光戦略課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】観光政策係 0857-20-3227

【９次総の施策体系】5201

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３４５（観００３）

【事業の概要】
　山紫苑、浜村温泉館の増改築施設整備事業に使用した事業債償還利息。
　①山紫苑厚生福祉施設整備事業債（平成６年借入分：平成２６年度完済）
　②浜村温泉館改築事業債（平成１５年借入：平成３０年度完済）
　③浜村温泉館改築事業債（平成１６年借入：平成３０年度完済）

【事業の成果】
　平成２４年度　　５，０９６千円
　平成２５年度　　２，７８５千円
　平成２６年度　　　　４８０千円

【今後の課題・方向性】
　計画的な償還を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

観光施設運営事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 480 0 

利子

当初予算額 773 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 773 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 480 諸収入 0 

計 480 その他 0 

（参考） 評価
結果

計画的な償還を進める。
前年度決算額 2,785 

－ 408 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

介老００１ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

主要な施策 長期借入金元金償還金 ページ 87 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】高齢者企画係 0857-203451
【９次総の施策体系】0202
【予算計上の経過】当初予算・Ｐ３４６（介老００１）
【事業の概要】
　　介護老人保健施設やすらぎの施設整備に伴い、財政融資資金の借入を行っている
【事業の成果】
　　介護老人保健施設やすらぎ（平成１８年度指定管理者制度導入）の整備にあたって財
　政融資資金の借入を行っており、その長期借入金元金償還金
　　（平成３３年度まで）
　　○決算額の推移
　　　平成２０年度　３８，７８７千円
　　　平成２１年度　４０，９５０千円
　　　平成２２年度　４３，２３３千円
　　　平成２３年度　４５，６４３千円
　　　平成２４年度　４８，１８８千円
　　　平成２５年度　５０，８７５千円
　　　平成２６年度　５３，７１１千円
　　○市債残高の推移
　　　平成１９年度　７９１，２４５千円
　　　平成２０年度　７５２，４５８千円
　　　平成２１年度　７１１，５１０千円
　　　平成２２年度　６６８，２７７千円
　　　平成２３年度　６２２，６３４千円
　　　平成２４年度　５７４，４４６千円
　　　平成２５年度　５２３，５７１千円
　　　平成２６年度　４６９，８６１千円
　　　　※その他財源は諸収入（起債償還負担金）
【今後の課題・方向性】
　償還年度まで支払い事務を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護老人保健施設事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 53,711 0 

元金

当初予算額 53,711 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 53,711 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 40,000 0 

一般財源 13,711 諸収入 40,000 

計 53,711 その他 0 

（参考） 評価
結果

返済までに着実に償還を実施していく。
前年度決算額 50,874 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

介老００２ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 87 所　　属　　名

福祉保健部
高齢社会課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】高齢者企画係 0857-20-3451

【９次総の施策体系】0202

【予算計上の経過】当初予算・Ｐ３４６（介老００２）

【事業の概要】
　　介護老人保健施設やすらぎの整備に伴い、財政融資資金の借入を行っている。

【事業の成果】
　　介護老人保健施設やすらぎ（平成１８年度指定管理者制度導入）の整備にあたって財
　政融資資金の借入を行っており、その長期借入金利子償還を行った

　平成26年度利子償還額　２８，０６８千円

【今後の課題・方向性】
　償還最終年度まで行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介護老人保健施設事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 28,068 0 

利子

当初予算額 28,068 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 28,068 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 23 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 23 0 

一般財源 28,045 諸収入 0 

計 28,068 その他 0 

（参考） 評価
結果

返済までに着実に償還を実施していく。
前年度決算額 30,905 

－ 409 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

後００１ 項　　目　　名 後期高齢者医療広域連合納付金

主要な施策 後期高齢者医療広域連合納付金 ページ 89 所　　属　　名

福祉保健部
保険年金課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】長寿医療係 0857-20-3487

【９次総の施策体系】3202

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３７６（後００１）

【事業の概要】
　鳥取県後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者医療に要する費用に充てるため、広域
連合に対し、繰入金及び保険料等徴収金を納付するもの。

【事業の成果】
（１）保険料等負担金
　　　　平成24年度　1,363,226,421円
　　　　平成25年度　1,380,441,515円
　　　　平成26年度　1,409,320,925円
（２）保険料等負担金（保険基盤安定）
　　　　平成24年度　　384,973,705円
　　　　平成25年度　　390,150,373円
　　　　平成26年度　　417,577,154円

【今後の課題・方向性】
　後期高齢者の増加に伴い納付金は増加の見込みであり、制度の円滑な運営のため今後も
保険料の適正な収納に努めていく。
 ※その他財源の諸収入は、延滞金
 ※その他財源のその他は、後期高齢者医療保険料他

後期高齢者医療費特別会計

款 後期高齢者医療広域連合納付金

項 後期高齢者医療広域連合納付金

目

本年度決算額 1,826,898 0 

後期高齢者医療広域連合納付金

当初予算額 1,877,144 

補正予算額 △ 35,761 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,841,383 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 1,409,321 0 

一般財源 417,577 諸収入 81 

計 1,826,898 その他 1,409,240 

（参考） 評価
結果

後期高齢者の増加に伴い納付金は増加の見込みであり、制度の円滑な運営のため今後も保険料の適正な収納に努めていく。
前年度決算額 1,770,592 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,686 その他 0 

（参考） 評価
結果

鳥取市青谷町いかり原太陽光発電所は平成２６年３月に整備を終えている。今後は電気事業の円滑な運営及び適切な維持管理に努めていく。
前年度決算額 2,419 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 2,686 0 

一般財源 0 諸収入 2,686 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,206 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】環境政策係 0857-20-3218

【９次総の施策体系】4101

【予算上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３４８（電００１）

【事業の概要】
　青谷町いかり原太陽光発電施設に係る維持管理業務を行う。
　・電気通信料
　・法定点検
　・公課費（消費税及び地方消費税）
　・機械警備委託業務等

【事業の成果】
　維持管理等について適切に実施し、年間を通じて安定的に発電が行われ、ほぼ想定通り
の売電収入（23,318,621円）を得た。

【今後の課題・方向性】
　今後は電気事業の円滑な運営及び適切な維持管理に努め、引き続き安全で安定的な発電
を実施していく。

　＊その他財源の諸収入は、太陽光発電所売電収入。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電気事業費特別会計

款 総務費

項 総務管理費

目

本年度決算額 2,686 0 

維持管理費

当初予算額 3,248 

補正予算額 △ 42 

電００１ 項　　目　　名 青谷町いかり原維持管理費

主要な施策 維持管理費 ページ 91 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

－ 410 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 29,810 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も基金運営につき、適切に対応する。
前年度決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 29,810 0 

一般財源 0 諸収入 29,810 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 29,810 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】環境政策係0857-20-3218

【９次総の施策体系】4101

【予算上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ３４８（電００２）

【事業の概要】
　鳥取市青谷町いかり原太陽光発電事業の売電収入について、維持管理費を除いた剰余金
を基金として積み立てることにより、円滑な電気事業の推進を図る。

【事業の成果】
　予定額を適切に積み立てた。

【今後の課題・方向性】
　今後も基金運営につき、適切に対応する。

　＊その他財源の諸収入は、太陽光発電所売電収入・消費税に係る還付金。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電気事業費特別会計

款 積立金

項 積立金

目

本年度決算額 29,810 0 

積立金

当初予算額 15,778 

補正予算額 14,032 

電００２ 項　　目　　名 積立金

主要な施策 積立金 ページ 91 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,923 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後とも、償還計画に基づき適切に償還を行い、電気事業会計の適正な運用に努めていく。
前年度決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 1,923 0 

一般財源 0 諸収入 1,923 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,923 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】　環境政策係　0857-20-3218

【９次総の施策体系】4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要　該当なし

【事業の概要】
　鳥取市青谷町いかり原太陽光発電事業に係る長期借入金利子償還（平成26～42年度）
　　平成２６～２８年度：利子のみ
　　平成２９～４２年度：利子＋元金

【事業の成果】
　　償還計画に基づき、電気事業債借入金に対する償還を行った。

【今後の課題・方向性】
　　今後とも、償還計画に基づき適切に償還を行い、電気事業会計の適正な運用に努めていく。

　＊その他財源の諸収入は、太陽光発電所売電収入。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電気事業費特別会計

款 公債費

項 公債費

目

本年度決算額 1,923 0 

利子

当初予算額 2,370 

補正予算額 △ 447 

電００３ 項　　目　　名 長期借入金利子償還金

主要な施策 長期借入金利子償還金 ページ 91 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

－ 411 －




